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第
だい

１章
しょう

 計画
けいかく

の基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

 

 １ 計画
けいかく

の概要
がいよう

 

 

 (1) 計画
けいかく

策定
さくてい

の背景
はいけい

及
およ

び趣旨
しゅし

 

京都府
きょうとふ

では、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

１１条
じょう

第
だい

２項
こう

の規定
きてい

により、平成
へいせい

１７年度
ねんど

から平成
へいせい

２６年度
ねんど

ま

での１０年間
ねんかん

を計画
けいかく

期間
きかん

とする「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

」（キラリ
き ら り

☆２１～それぞれの明日
あした

、京都
きょうと

から～）を平成
へいせい

１７年
ねん

３月
がつ

に策定
さくてい

し、平成
へいせい

１８年
ねん

の「障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

」の施行
せこう

により、身体
しんたい

、

知的
ちてき

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

へのサービス
さ ー び す

が一元的
いちげんてき

に身近
みぢか

な市町村
しちょうそん

で提
てい

供
きょう

される仕組
し く

みとなるなど、

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の在
あ

り方
かた

が大
おお

きく転換
てんかん

された中
なか

で、障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

の総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

を図
はか

り、教育
きょういく

、福祉
ふくし

、

保健
ほけん

・医療
いりょう

、生活
せいかつ

環境
かんきょう

、雇用
こよう

・就労
しゅうろう

など、あらゆる分野
ぶんや

にわたって着実
ちゃくじつ

に取組
とりくみ

を進
すす

めてまい

りました。 

 

  この計画
けいかく

の期間中
きかんちゅう

、国
くに

では、平成
へいせい

１８年
ねん

に国連
こくれん

が採択
さいたく

した「障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条約
じょうやく

」

の批准
ひじゅん

に向
む

け、平成
へいせい

２３年
ねん

には「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

」を改正
かいせい

し、障害者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

を見直
みなお

すとともに、

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の概念
がいねん

を盛
も

り込
こ

み、平成
へいせい

２５年
ねん

には「障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するための法律
ほうりつ

（障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

）」を施行
せこう

するとともに、「障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

）」を制定
せいてい

するなど、国
こく

内法
ないほう

の整備
せいび

が進
すす

められ、この条約
じょうやく

は、平成
へいせい

２６年
ねん

１月
がつ

に批准
ひじゅん

されました。 

 

  また、その他
た

にも「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、障害者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
しえん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

（障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

）」や「国
くに

等
とう

による障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

（障害
しょうがい

者
しゃ

優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

推進法
すいしんほう

）」など様々
さまざま

な法
ほう

整備
せいび

が行
おこな

われています。 
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京都府
きょうとふ

では、これら新
あら

たな法
ほう

制度
せいど

やこれまでの取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

等
とう

を踏
ふ

まえ、平成
へいせい

２６年
ねん

３月
がつ

に

制定
せいてい

した「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らしやすい社会
しゃかい

づくり

条例
じょうれい

」などのもと、障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、府民
ふみん

誰
だれ

もが相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し合
あ

い支
ささ

え合
あ

う共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、新
あら

たな「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

」を策定
さくてい

し、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の支援
しえん

等
とう

のための施策
せさく

の総合的
そうごうてき

・計画的
けいかくてき

な推進
すいしん

を図
はか

っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【参考
さんこう

】 

障害者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

（障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

２条
じょう

） 

   身体
しんたい

障害
しょうがい

、知的
ちてき

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

（発達
はったつ

障害
しょうがい

を含
ふく

む。）その他
た

の心身
しんしん

の機能
きのう

の障害
しょうがい

（以下
い か

「障害
しょうがい

」と総称
そうしょう

する。）がある者
もの

であって、障害
しょうがい

及
およ

び社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

にあるものをいう。 

 

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

（障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条約
じょうやく

第
だい

２条
じょう

） 

障害者
しょうがいしゃ

が他
た

の者
もの

との平等
びょうどう

を基礎
き そ

として全
すべ

ての人権
じんけん

及
およ

び基本的
きほんてき

自由
じゆう

を享
きょう

有
ゆう

し、又
また

は行使
こうし

することを確保
かくほ

するための必要
ひつよう

かつ適当
てきとう

な変更
へんこう

及
およ

び調整
ちょうせい

であって、特定
とくてい

の場合
ばあい

において必要
ひつよう

とされるものであり、かつ、均衡
きんこう

を失
しっ

した又
また

は過度
か ど

の負担
ふたん

を課
か

さないも

のをいう。 
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【障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

に関
かん

する主
おも

な法律
ほうりつ

等
とう

の整備
せいび

状 況
じょうきょう

】 

年
ねん

  月
つき

 法律名
ほうりつめい

・概要
がいよう

 

平成
へいせい

１７年
ねん

 ４月
がつ

 

「発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援法
しえんほう

」の施行
せこう

 

・発達
はったつ

障害
しょうがい

の定義
ていぎ

の明確化
めいかくか

、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

がライフステージ
ら い ふ す て ー じ

にあった適切
てきせつ

な支援
しえん

を受
うけ

けられる体制
たいせい

の整備
せいび

など 

平成
へいせい

１８年
ねん

 

４月
がつ

 

「障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

」の施行
せこう

 

・身体
しんたい

、知的
ちてき

、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

へのサービス
さ ー び す

の一元化
いちげんか

、地域
ちいき

生活
せいかつ

移行
いこう

の推進
すいしん

、就労
しゅうろう

支援
しえん

、サービス
さ ー び す

体系
たいけい

の再編
さいへん

など 

12月
がつ

 

「バリアフリー法
ば り あ ふ り ー ほ う

」の施行
せこう

 

(高齢者
こうれいしゃ

、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の移動
いどう

等
とう

の円滑化
えんかつか

の促進
そくしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

) 

  ・公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

や建築物
けんちくぶつ

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の推進
すいしん

、地域
ちいき

における重点的
じゅうてんてき

 

一体的
いったいてき

なバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の推進
すいしん

など 

平成
へいせい

２３年
ねん

 ８月
がつ

 

「障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

」の施行
せこう

 

  ・目的
もくてき

規定
きてい

や障害者
しょうがいしゃ

の定義
ていぎ

の見直
みなお

し、合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の概念
がいねん

など 

平成
へいせい

２４年
ねん

 10月
がつ

 

「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼうしほう

」の施行
せこう

 

(障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

、障害者
しょうがいしゃ

の養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
しえん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

） 

  ・障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の定義
ていぎ

、虐待
ぎゃくたい

を受
う

けた障害者
しょうがいしゃ

の保護
ほ ご

、養護者
ようごしゃ

に対
たい

する支援
しえん

など 

平成
へいせい

２５年
ねん

 ４月
がつ

 

「障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

」の施行
せこう

 

(障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

及
およ

び社会
しゃかい

生活
せいかつ

を総合的
そうごうてき

に支援
しえん

するための法律
ほうりつ

） 

  ・障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

を障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

とし、障害者
しょうがいしゃ

の範囲
はんい

に難病
なんびょう

等
とう

を追加
ついか

など 
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「障害
しょうがい

者優先
しゃゆうせん

調達
ちょうたつ

推進法
すいしんほう

」の施行
せこう

 

 (国
くに

等
とう

による障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

の調達
ちょうたつ

の推進
すいしん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

) 

    ・障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の調達
ちょうたつ

方針
ほうしん

の作成
さくせい

や実績
じっせき

の公
こう

表
ひょう

など 

６月
がつ

 

「障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

」の制定
せいてい

 

 (障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする差別
さべつ

の解消
かいしょう

の推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

) 

  ・障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

や障害者
しょうがいしゃ

への合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

など 

   【平成
へいせい

２８年
ねん

４月
がつ

施行
せこう

】 

「障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

の促進
そくしん

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

の一部
いちぶ

を改正
かいせい

する法律
ほうりつ

」の

制定
せいてい

 

  ・雇用
こよう

の分野
ぶんや

の障害
しょうがい

を理由
りゆう

とする不当
ふとう

な差別的
さべつてき

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

や障害者
しょうがいしゃ

 

合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

、法定
ほうてい

雇用率
こようりつ

算定
さんてい

基礎
き そ

への精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の追加
ついか

など【平成
へいせい

２８年
ねん

４月
がつ

施行
せこう

など】 

平成
へいせい

２６年
ねん

 

１月
がつ

 

「障害者
しょうがいしゃ

の権利
けんり

に関
かん

する条約
じょうやく

」の批准
ひじゅん

 

  ・障害者
しょうがいしゃ

の人権
じんけん

・基本的
きほんてき

自由
じゆう

の享有
きょうゆう

の確保
かくほ

、障害者
しょうがいしゃ

の固有
こゆう

の尊厳
そんげん

の尊重
そんちょう

の

促進
そくしん

、障
しょう

害者
がいしゃ

の権利
けんり

の実現
じつげん

のための措置
そ ち

など 

３月
がつ

 

「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らしや

すい社会
しゃかい

づくり条例
じょうれい

」の制定
せいてい

 

  ・障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらない共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

、障害者
しょうがいしゃ

差別
さべつ

解消法
かいしょうほう

に定
さだ

める

不利益
ふ り え き

取扱
とりあつか

いの禁止
きんし

及
およ

び合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

の提供
ていきょう

、障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

・就労
しゅうろう

の促進
そくしん

、

社会
しゃかい

活動
かつどう

の支援
しえん

など 
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(2) 基本
きほん

理念
りねん

 

 

障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

１条
じょう

に規定
きてい

されるように、障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

は、全
すべ

ての国民
こくみん

が、障害
しょうがい

の有無
う む

にかか

わらず、等
ひと

しく基本的
きほんてき

人権
じんけん

を享有
きょうゆう

するかけがえのない個人
こじん

として尊重
そんちょう

されるという理念
りねん

にのっと

り、全
すべ

ての国民
こくみん

が、障害
しょうがい

の有無
う む

によって分
わ

け隔
へだ

てられることなく、相互
そうご

に人格
じんかく

と個性
こせい

を尊重
そんちょう

し合
あ

いながら共生
きょうせい

する社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
め ざ

して講
こう

じられる必要
ひつよう

があります。 

この計画
けいかく

では、この考
かんが

え方
かた

に沿
そ

って、障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、全
すべ

ての府民
ふみん

が、互
たが

いに人格
じんかく

と

個性
こせい

を尊重
そんちょう

しながら、支
ささ

え合
あ

い、共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らせる社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
め ざ

し、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を促進
そくしん

するため、障害者
しょうがいしゃ

が自
みずか

らの能力
のうりょく

を最大限
さいだいげん

発揮
はっき

できるよう支援
しえん

するとと

もに、障害者
しょうがいしゃ

の活動
かつどう

を制限
せいげん

し、社会
しゃかい

への参加
さんか

を制約
せいやく

している社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

を除去
じょきょ

するために、

京都府
きょうとふ

が取
と

り組
く

むべき障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

の基本的
きほんてき

な方向
ほうこう

を定
さだ

めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考
さんこう

】 

社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の定義
ていぎ

（（障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

２条
じょう

） 

  社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

 障害
しょうがい

がある者
もの

にとつて日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

を営
いとな

む上
うえ

で障壁
しょうへき

となる

ような社会
しゃかい

における事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣行
かんこう

、観念
かんねん

その他
ほか

一切
いっさい

のものをいいます。 



- 6 - 

 

(3) 各分野
かくぶんや

に共通
きょうつう

する横断的
おうだんてき

視点
してん

 

 

 ① 障害者
しょうがいしゃ

の自己
じ こ

決定
けってい

の尊重
そんちょう

及
およ

び意思
い し

決定
けってい

の支援
しえん

 

  障害者
しょうがいしゃ

は、施策
せさく

の客体
きゃくたい

ではなく、必要
ひつよう

な支援
しえん

を受
う

けながら、自ら
みずから

の決定
けってい

に基
もと

づき社会
しゃかい

に参加
さんか

する主体
しゅたい

であることを踏
ふ

まえ、障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

の策定
さくてい

に当
あ

たっては、障害者
しょうがいしゃ

及
およ

びその家族
かぞく

等
など

の意見
いけん

を聴
き

き、その意見
いけん

を尊重
そんちょう

します。 

  そして、その実施
じっし

に当
あ

たっては、障害者
しょうがいしゃ

本人
ほんにん

が自
みずか

らの考
かんが

えで意思
い し

決定
けってい

を行
おこな

うことができる

よう支援
しえん

します。 

 

 ② 当事者本
とうじしゃほん

位
い

の総合的
そうごうてき

な支援
しえん

 

   障害者
しょうがいしゃ

の自己
じ こ

選択
せんたく

・自己
じ こ

決定
けってい

が尊重
そんちょう

され、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じた適切
てきせつ

な支援
しえん

を受
う

けられ

るよう、福祉
ふくし

、教育
きょういく

、医療
いりょう

、雇用
こよう

等
とう

の各分野
かくぶんや

の有機的
ゆうきてき

な連携
れんけい

のもと、施策
せさく

を総合的
そうごうてき

に展開
てんかい

し、

切
き

れ目
め

のない支援
しえん

を行
おこな

います。 

   また、支援
しえん

に当
あ

たっては、障害者
しょうがいしゃ

が日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

で直面
ちょくめん

する困難
こんなん

に着目
ちゃくもく

し、

その解消
かいしょう

とともに、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の支援
しえん

という観
かん

点
てん

に立
た

って行
おこな

うよう努
つと

めま

す。 

 

  ③ 障害
しょうがい

特性
とくせい

等
とう

に配慮
はいりょ

した支援
しえん

 

    障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

は、性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

、障害
しょうがい

の状態
じょうたい

、生活
せいかつ

の実態
じったい

等
とう

に応
おう

じた障害者
しょうがいしゃ

の個別的
こべつてき

な

支援
しえん

の必要性
ひつようせい

を踏
ふ

まえて策定
さくてい

、実施
じっし

します。 

    なお、障害
しょうがい

のある女性
じょせい

が障害
しょうがい

及
およ

び性別
せいべつ

による複合的
ふくごうてき

な原因
げんいん

により特
とく

に困難
こんなん

な状 況
じょうきょう

に

置
お

かれる場合
ばあい

等
とう

、その性別
せいべつ

、年齢
ねんれい

等
とう

による複合的
ふくごうてき

な原因
げんいん

により特
とく

に困難
こんなん

な状 況
じょうきょう

に置
お

かれ

る場合
ばあい

においては、その状 況
じょうきょう

に応
おう

じた適切
てきせつ

な配慮
はいりょ

に努
つと

めます。  
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    また、多様
たよう

な障害
しょうがい

について、それぞれの障害
しょうがい

の特性
とくせい

や求
もと

められる配慮
はいりょ

等
とう

について、府民
ふみん

のさらなる理解
りかい

の促進
そくしん

に向
む

けた広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を行
おこな

うとともに、施策
せさく

の充実
じゅうじつ

を図
はか

ります。 

 

  ④ アクセシビリティ
あ く せ し び り て ぃ

の向上
こうじょう

 

    障害者
しょうがいしゃ

の社会
しゃかい

への参加
さんか

を実質的
じっしつてき

なものとし、障害
しょうがい

の有無
う む

にかかわらず、その能力
のうりょく

を

最大限
さいだいげん

に発揮
はっき

しながら、安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるようにするため、「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない

人
ひと

も共
とも

に安心
あんしん

していきいきと暮
く

らしやすい社会
しゃかい

づくり条例
じょうれい

」などのもと、障害者
しょうがいしゃ

の活動
かつどう

を

制限
せいげん

し、社会
しゃかい

への参加
さんか

を制約
せいやく

している様々
さまざま

な事物
じぶつ

、制度
せいど

、慣行
かんこう

、観念
かんねん

等
とう

の社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

の除去
じょきょ

を進
すす

め、ハード
は ー ど

、ソフト
そ ふ と

の両面
りょうめん

にわたる社会
しゃかい

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を推進
すいしん

し、アクセシビリティ
あ く せ し び り て ぃ

（施設
しせつ

・設備
せつび

、サービス
さ ー び す

、情報
じょうほう

、制度
せいど

等
とう

の利用
りよう

しやすさ）の向上
こうじょう

を図
はか

ります。 

     

  ⑤ 総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

な取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

    障害者
しょうがいしゃ

が必要
ひつよう

なときに必要
ひつよう

な場所
ばしょ

で適切
てきせつ

な支援
しえん

を受
う

けられるよう、市町村
しちょうそん

等
とう

との適切
てきせつ

な

連携
れんけい

及
およ

び役割
やくわり

分担
ぶんたん

の下
もと

で、障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

を策定
さくてい

、実施
じっし

します。 

    また、効果的
こうかてき

かつ効率的
こうりつてき

に施策
せさく

を推進
すいしん

する観点
かんてん

から、高齢者
こうれいしゃ

施策
せさく

、医療
いりょう

関係
かんけい

施策
せさく

、子
こ

ども・

子育
こそだ

て関係
かんけい

施策
せさく

、男女
だんじょ

共同
きょうどう

参画
さんかく

施策
せさく

等
とう

、障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

に関係
かんけい

する他
た

の施策
せさく

・計画
けいかく

等
とう

との

整合性
せいごうせい

を確保
かくほ

し、総合的
そうごうてき

・計画的
けいかくてき

な施策
せさく

の展開
てんかい

を図
はか

ります。 

 



- 8 - 

 

(4) 計画
けいかく

の性格
せいかく

及
およ

び位置付
い ち づ

け 

 

   この計画
けいかく

は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

１１条
じょう

第
だい

２項
こう

に基
もと

づき、国
くに

の「障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

」を基本
きほん

と

して策定
さくてい

する「都道府県
とどうふけん

障害者
しょうがいしゃ

計画
けいかく

」です。 

障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さんか

の支援
しえん

等
とう

のための施策
せさく

の総合的
そうごうてき

かつ計画的
けいかくてき

な推進
すいしん

を図
はか

るために

策定
さくてい

するものであり、京都府
きょうとふ

が講
こう

ずる障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

に関
かん

する基本的
きほんてき

な計画
けいかく

として位置付
い ち づ

けていま

す。 

また、この計画
けいかく

は、京都
きょうと

府政
ふせい

運営
うんえい

の指針
ししん

である「明日
あした

の京都
きょうと

」など、関連
かんれん

計画
けいかく

との整合性
せいごうせい

を

図
はか

りながら、今
こん

後
ご

５年間
ねんかん

の障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

の基本的
きほんてき

な方向
ほうこう

を示
しめ

します。 

 

 (5) 計画
けいかく

の対象
たいしょう

期間
きかん

 

 

   平成
へいせい

２７年度
ねんど

（２０１５年度
ねんど

）から平成
へいせい

３１年度
ねんど

（２０１９年度
ねんど

）までの５年間
ねんかん

とします。 

    

 (6) 計画
けいかく

の対象
たいしょう

となる障害者
しょうがいしゃ

の範囲
はんい

 

 

   この計画
けいかく

の対象
たいしょう

となる障害者
しょうがいしゃ

は、障害者
しょうがいしゃ

基本法
きほんほう

第
だい

２条
じょう

の定義
ていぎ

に基
もと

づき、「身体
しんたい

障害
しょうがい

、

知的
ちてき

障害
しょうがい

、精神
せいしん

障害
しょうがい

（発達
はったつ

障害
しょうがい

を含
ふく

む。）その他
た

の心身
しんしん

の機能
きのう

の障害
しょうがい

がある人
ひと

であって、

障害
しょうがい

及
およ

び社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

により継続的
けいぞくてき

に日常
にちじょう

生活
せいかつ

又
また

は社会
しゃかい

生活
せいかつ

に相当
そうとう

な制限
せいげん

を受
う

ける状態
じょうたい

にある人
ひと

」とします。 

 

 (7) 分野
ぶんや

別
べつ

の施策
せさく

体系
たいけい

 

 

   この計画
けいかく

では、８つの分野
ぶんや

から施策
せさく

を構築
こうちく

し、各分野
かくぶんや

に共通
きょうつう

する５つの横断的
おうだんてき

視点
してん

を基
もと

に、

障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

及
およ

び社会
しゃかい

参加
さんか

の支援
しえん

等
とう

のための施策
せさく

を推進
すいしん

していきます。 
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   １ 共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた理解
りかい

と交流
こうりゅう

の推進
すいしん

 

   ２ 教育
きょういく

の推進
すいしん

 

   ３ 生活
せいかつ

の支援
しえん

 

   ４ 保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

 

   ５ 生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

   ６ 雇用
こよう

・就労
しゅうろう

の促進
そくしん

 

   ７ スポーツ
す ぽ ー つ

、文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

、レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

活動
かつどう

の振興
しんこう

 

   ８ 暮
く

らしの安心
あんしん

・安全
あんぜん

 

 

 (8) 成果
せいか

目標
もくひょう

の設定
せってい

（詳細
しょうさい

は「別表
べっぴょう

」参照
さんしょう

） 

     

   計画
けいかく

期間
きかん

に達成
たっせい

すべき目標
もくひょう

として数値化
す う ち か

が可能
かのう

な施策
せさく

について、成果
せいか

目標
もくひょう

を設定
せってい

し、計画
けいかく

の実効性
じっこうせい

を確保
かくほ

します。 

    

(9) 計画
けいかく

の推進
すいしん

 

計画
けいかく

の推進
すいしん

に当
あ

たっては、京都府
きょうとふ

が主体
しゅたい

となりますが、国
くに

、市町村
しちょうそん

、障害者
しょうがいしゃ

関係
かんけい

団体
だんたい

・施設
しせつ

 

・事
じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

と連携
れんけい

を図
はか

り、一体
いったい

となって対応
たいおう

します。 

特
とく

に国
くに

に対
たい

しては、国
くに

の「障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

」、障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

支援法
しえんほう

等
とう

に基
もと

づく必要
ひつよう

な行
ぎょう

財政上
ざいせいじょう

の措置
そ ち

と支援
しえん

を要請
ようせい

します。 

また、計画
けいかく

に掲
かか

げた方針
ほうしん

や施策
せさく

については、府
ふ

として全庁的
ぜんちょうてき

に総合的
そうごうてき

な取組
とりくみ

を行
おこな

います。 

計画
けいかく

の実施
じっし

に当
あ

たっては、「京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

施策
せさく

推進協
すいしんきょう

議会
ぎかい

（京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

）」

の意見
いけん

を聴
き

きながら進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

の把握
はあく

と点検
てんけん

を行
おこな

い、計画的
けいかくてき

な推進
すいしん

を図
はか

ります。 
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【計画
けいかく

の施策
せさく

体系
たいけい

】 

 

 

 １ 共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた理解
りかい

    ① 心
こころ

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

の推進
すいしん

 

と交流
こうりゅう

の促進
そくしん

          ② 社会的
しゃかいてき

障壁
しょうへき

を除去
じょきょ

する取組
とりくみ

の推進
すいしん

 

                 ③ 権利
けんり

擁護
ようご

の推進
すいしん

 

                ④ 交流
こうりゅう

及
およ

び共同
きょうどう

学習
がくしゅう

の推進
すいしん

 

 

 ２ 教育
きょういく

の推進
すいしん

          ① インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

教育
きょういく

システム
し す て む

の構築
こうちく

 

                   ② 教育
きょういく

環境
かんきょう

の整備
せいび

 

                         

 ３ 生活
せいかつ

の支援
しえん

          ① 相談
そうだん

支援
しえん

体制
たいせい

の整備
せいび

 

                  ② 在宅
ざいたく

サービス
さ ー び す

等
とう

の充実
じゅうじつ

 

                  ③ 障害児
しょうがいじ

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

 

                  ④ サービス
さ ー び す

の質
しつ

の向上
こうじょう

等
とう

 

                  ⑤ 人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

 

                  ⑥ 福祉
ふくし

用具
ようぐ

の研究
けんきゅう

開発
かいはつ

及
およ

び身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

 

                         補助
ほじょ

犬
けん

の育成
いくせい

等
とう

 

 

 ４ 保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

        ① 保健
ほけん

・医療
いりょう

の充実
じゅうじつ

等
とう

 

                    ② 精神
せいしん

保健
ほけん

・医療
いりょう

の提供
ていきょう

等
とう

 

                    ③ 人材
じんざい

の育成
いくせい

・確保
かくほ

 

                    ④ 難病
なんびょう

に関
かん

する施策
せさく

の推進
すいしん
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 ５ 生活
せいかつ

環境
かんきょう

の整備
せいび

         ① 福祉
ふくし

のまちづくりの総合的
そうごうてき

な推進
すいしん

 

                  ② 住宅
じゅうたく

の確保
かくほ

 

                  ③ 公共
こうきょう

交通
こうつう

機関
きかん

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の推進
すいしん

 

④ 誰
だれ

もが利用
りよう

する施設
しせつ

等
とう

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の 

推進
すいしん

 

                  ⑤ わかりやすい情報
じょうほう

の提供
ていきょう

 

 

 ６ 雇用
こよう

・就労
しゅうろう

の促進
そくしん

      ① 障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の促進
そくしん

 

                  ② 総合的
そうごうてき

な就労
しゅうろう

支援
しえん

 

                       ③ 障害
しょうがい

特性
とくせい

に応
おう

じた就労
しゅうろう

支援
しえん

及
およ

び 

就 業
しゅうぎょう

力
りょく

の強化
きょうか

 

                 ④ 福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

の底上
そこあ

げ 

                      

 ７ スポーツ
す ぽ ー つ

、文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

、       ① スポーツ
す ぽ ー つ

、レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

活動
かつどう

の推進
すいしん

 

   レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

の活動
かつどう

の振興
しんこう

    ② 文化
ぶんか

・芸術
げいじゅつ

活動
かつどう

の振興
しんこう

 

 

 ８ 暮
く

らしの安心
あんしん

・安全
あんぜん

        ① 防災
ぼうさい

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

                     ② 防犯
ぼうはん

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

                    ③ 消費者
しょうひしゃ

トラブル
と ら ぶ る

の防止
ぼうし

及
およ

び被害
ひがい

からの 

                        救済
きゅうさい
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２ 障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

の設定
せってい

 

 

(1) 設定
せってい

の趣旨
しゅし

 

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

に対
たい

する保健
ほけん

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

については、その施策
せさく

内容
ないよう

や市町村
しちょうそん

の人口
じんこう

規模
き ぼ

な

どから、市町村
しちょうそん

によっては、単独
たんどく

で実施
じっし

困難
こんなん

な場合
ばあい

があります。 

このため、地域
ちいき

にサービス
さ ー び す

の偏在
へんざい

が生
しょう

じないよう、市町村
しちょうそん

の地域
ちいき

特性
とくせい

や人口
じんこう

規模
き ぼ

などを踏
ふ

まえ、複数
ふくすう

の市町村
しちょうそん

を含
ふく

む広域的
こういきてき

な見地
けんち

から施策
せさく

の展開
てんかい

を図
はか

ることにより、府域
ふいき

全体
ぜんたい

のバラ
ば ら

ンス
ん す

のとれたサービス
さ ー び す

供 給
きょうきゅう

体制
たいせい

、基盤
きばん

の整備
せいび

を推進
すいしん

する観点
かんてん

から、平成
へいせい

１０年
ねん

１１月
がつ

から

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

を設定
せってい

しています。 

 

(2) 設定
せってい

の考え方
かんがえかた

 

 

保健
ほけん

・医療
いりょう

施策
せさく

及
およ

び高齢者
こうれいしゃ

施策
せさく

との連携
れんけい

を図
はか

る必要
ひつよう

があるため、京都府
きょうとふ

保健
ほけん

医療
いりょう

計画
けいかく

に基
もと

づく「２次
じ

医療圏
いりょうけん

」及
およ

び京都府
きょうとふ

高齢者
こうれいしゃ

健康
けんこう

福祉
ふくし

計画
けいかく

に基
もと

づく「高齢者
こうれいしゃ

健康
けんこう

福祉圏域
ふくしけんいき

」と同一
どういつ

  

区域
くいき

の６つの圏域
けんいき

としています。 

なお、京都
きょうと

・乙訓圏域
おとくんけんいき

については、大都市
だ い と し

特例
とくれい

により京都市
きょうとし

の権限
けんげん

が定
さだ

められていること

から、「京都市
きょうとし

サブ圏域
さぶけんいき

」及
およ

び「乙訓
おとくに

サブ圏域
さぶけんいき

」を設定
せってい

しています。 

 

圏域名
けんいきめい

 市 町 村 名
し ち ょ う そ ん め い

 

丹後
たんご

 宮津市
み や づ し

、京
きょう

丹後市
た ん ご し

、伊根町
いねちょう

、与謝野
よ さ の

町
ちょう

 

中丹
ちゅうたん

 福知山市
ふくちやまし

、舞鶴市
まいづるし

、綾部市
あ や べ し

 

南丹
なんたん

 亀岡市
かめおかし

、南丹
なんたん

市
し

、京
きょう

丹波町
たんばちょう
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京都
きょうと

 

乙訓
おとくに

 

京都市
きょうとし

サブ圏域
さぶけんいき

 京都市
きょうとし

 

乙訓
おとくん

サブ圏域
さ ぶ け ん い き

 向日市
む こ う し

、長岡京市
ながおかきょうし

、大山崎町
おおやまざきちょう

 

山
やま

城北
しろきた

 

宇治市
う じ し

、城陽市
じょうようし

、八幡市
や わ た し

、京
きょう

田辺市
た な べ し

、久御山町
くみやまちょう

、井手町
いでちょう

、 

宇治田原町
うじたわらちょう

 

山
やま

城南
しろみなみ

 木
き

津川市
づ が わ し

、笠置町
かさぎちょう

、和束町
わづかちょう

、精華町
せいかちょう

、南山城村
みなみやましろむら

 

 

 

 

３ 障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

取得者数
しゅとくしゃすう

の推移
すいい

 

 

   平成
へいせい

２５年度
ねんど

末
まつ

現在
げんざい

で、京都府
きょうとふ

における障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

取得者数
しゅとくしゃすう

は、約
やく

１８万
まん

７千人
せんにん

です。 

   障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

が施行
せこう

された平成
へいせい

１８年度
ねんど

末
まつ

（約
やく

１６万
まん

２千人
せんにん

）との比較
ひかく

では、約
やく

２万
まん

５

千人
せんにん

増
ふ

えています。 

 
平成
へいせい

18年
ねん

 

（自立
じりつ

支援法
しえんほう

） 

平成
へいせい

23年
ねん

 平成
へいせい

24年
ねん

 平成
へいせい

25年
ねん

 ⑱→㉕増加率
ぞうかりつ

 

身体
しんたい

障害
しょうがい

 132,666 144,453 145,127 145,562 9.7 %
ぱーせんと

増
ぞう

 

知的
ちてき

障害
しょうがい

 17,909 21,435 22,284 23,310 30.2 ％
ぱーせんと

増
ぞう

 

精神
せいしん

障害
しょうがい

 12,063 16,177 17,458 18,445 52.9 ％
ぱーせんと

増
ぞう

 

合
ごう

  計
けい

 162,638 182,065 184,869 187,317 15.2 ％
ぱーせんと

増
ぞう

 

（注
ちゅう

）京都市
きょうとし

含
ふく

む。各年度
かくねんど

末
まつ

時点
じてん

の数字
すうじ

。 
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４ 京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

基本
きほん

計画
けいかく

（前計画
まえけいかく

）における主
おも

な成果
せいか

 

 

 (1) 計画
けいかく

に基
もと

づく主
おも

な施策
せさく

の取組
とりくみ

状 況
じょうきょう

 

施策
せさく

分野
ぶんや

 主
おも

な成果
せいか

 

理解
りかい

と 交流
こうりゅう

の

推進
すいしん

 

●「障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

」(12/3～9)における啓発
けいはつ

活動
かつどう

 

「障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

」を中心
ちゅうしん

として、府内
ふない

各市町村
かくしちょうそん

で啓発
けいはつ

チラシ
ち ら し

、「ほっとはあと製品
せいひん

」の配布
はいふ

な

ど街頭
がいとう

啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

 

●「障害者
しょうがいしゃ

週間
しゅうかん

」啓発
けいはつ

ポスター
ぽ す た ー

及
およ

び体験
たいけん

作文
さくぶん

コンクール
こ ん く ー る

の実施
じっし

 

毎年
まいとし

コンクール
こ ん く ー る

を実施
じっし

し、入 賞
にゅうしょう

作品
さくひん

を「京都
きょうと

とっておきの芸術
げいじゅつ

祭
さい

」等
とう

で展示
てんじ

 

●京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

のつどいの開催
かいさい

 

府内
ふない

の障害者
しょうがいしゃ

や関係者
かんけいしゃ

が集
つど

い、広
ひろ

く障害
しょうがい

に関
かん

する理解
りかい

と認識
にんしき

を深
ふか

めるとともに、障害者
しょうがいしゃ

の

自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

意欲
いよく

を増進
ぞうしん

する「障害者
しょうがいしゃ

のつどい」を開催
かいさい

 

●「こころの健康
けんこう

推進員
すいしんいん

」の設置
せっち

 

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支援
しえん

し、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

るため、「こころ

の健康
けんこう

推進員
すいしんいん

」を設置
せっち

 

●特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

文化
ぶんか

・スポーツ
す ぽ ー つ

交流
こうりゅう

事業
じぎょう

 

各府立
かくふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の幼児
ようじ

・児童
じどう

・生徒
せいと

が、豊
ゆた

かな心
こころ

をはぐくみ、社会性
しゃかいせい

や協 調 性
きょうちょうせい

等
とう

社会
しゃかい

自立
じりつ

の基礎
き そ

を培
つちか

うよう、文化
ぶんか

・スポーツ
す ぽ ー つ

を通
とお

した交流会
こうりゅうかい

を実施
じっし

 

●特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

活動
かつどう

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

府立
ふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

において、障害
しょうがい

のある子
こ

どもたちの地域
ちいき

生活
せいかつ

を支援
しえん

するボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の養成
ようせい

や児童
じどう

生徒
せいと

によるボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

活動
かつどう

を実施
じっし

 

●森
もり

と小川
おがわ

の教室
きょうしつ

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

豊
ゆた

かな自然
しぜん

の中
なか

で、障害
しょうがい

のある子
こ

どもが障害
しょうがい

のない子
こ

どもとともに自然
しぜん

体験
たいけん

活動
かつどう

を通
とお

して、

多様
たよう

な立場
たちば

を理解
りかい

し、心
こころ

のふれあいを深
ふか

め、支援
しえん

する心
こころ

や主体性
しゅたいせい

を培
つちか

う「みどりキャンプ
き ゃ ん ぷ

」を

実施
じっし

 

●京
きょう

のわくわく探検
たんけん

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

のある子
こ

どもも一緒
いっしょ

になった地域
ちいき

の中
なか

での様々
さまざま

な体験
たいけん

活動
かつどう

を通
とお

して、豊
ゆた

かな心
こころ

をはぐく

むとともに幅広
はばひろ

い世代
せだい

の人
ひと

たちとの交流
こうりゅう

を通
とお

して、地域
ちいき

の絆
きずな

を深
ふか

める「京
きょう

のわくわく探検
たんけん

事業
じぎょう

」を実施
じっし

 

●福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

苦情
くじょう

解決
かいけつ

事業
じぎょう

 

 京都府
きょうとふ

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい

に運営
うんえい

適正化
てきせいか

委員会
いいんかい

を設置
せっち

し苦情
くじょう

受付
うけつけ

、調査
ちょうさ

、指導
しどう

、助言
じょげん

、あっせん等
とう

を

実施
じっし

 

●障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

・権利
けんり

擁護
ようご

研修
けんしゅう

 

 障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の未然
みぜん

防止
ぼうし

や早期
そうき

発見
はっけん

、迅速
じんそく

な対応
たいおう

等
とう

を行
おこな

うため、障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

・
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指定
してい

相談支
そうだんし

援
えん

事業所
じぎょうじょ

職員
しょくいん

、市町村
しちょうそん

職員
しょくいん

を対象
たいしょう

とした研修
けんしゅう

を実施
じっし

 

●京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

・高齢者
こうれいしゃ

権利
けんり

擁護
ようご

支援
しえん

センター
せ ん た ー

運営
うんえい

事業
じぎょう

 

 市町村
しちょうそん

では対応
たいおう

困難
こんなん

な虐待
ぎゃくたい

案件
あんけん

に対
たい

する専門
せんもん

職
しょく

チーム
ち ー む

の派遣
はけん

、事例
じれい

検討
けんとう

を通
つう

じた人材
じんざい

育成
いくせい

の取組
とりくみ

等
とう

、虐待
ぎゃくたい

事案
じあん

の通報
つうほう

窓口
まどぐち

となる市町村
しちょうそん

の権利
けんり

擁護
ようご

の取組
とりくみ

を支援
しえん

 

●福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

利用
りよう

援助
えんじょ

事業
じぎょう

 

  京都府
きょうとふ

社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎかい

に「きょうと高齢者
こうれいしゃ

・障害者
しょうがいしゃ

生活
せいかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

」を設置
せっち

し相談
そうだん

、助言
じょげん

、

連絡
れんらく

調整
ちょうせい

、手続
てつづ

き代行
だいこう

等
とう

を実施
じっし

 

教育
きょういく

の推進
すいしん

 ●私学
しがく

運営費
うんえいひ

補助
ほじょ

金
きん

、私立
しりつ

幼稚園
ようちえん

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

教育費
きょういくひ

補助
ほじょ

金
きん

 

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

の在籍
ざいせき

する京都
きょうと

府内
ふない

の学校
がっこう

法人
ほうじん

立
りつ

幼稚園
ようちえん

、私
し

立
りつ

高等学校
こうとうがっこう

等
とう

の人件費
じんけんひ

、教育
きょういく

研究
けんきゅう

経費
けいひ

支出
ししゅつ

等
など

に対
たい

し、補助
ほじょ

を実施
じっし

 

 ・平成
へいせい

18年度
ねんど

 320人
にん

 196,870千円
ぜんえん

 → 平成
へいせい

25年度
ねんど

 621人
にん

 447,394千円
ぜんえん

 

●発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

事業
じぎょう

 

発達
はったつ

障害児
しょうがいじ

等
とう

の早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

療育
りょういく

を推進
すいしん

するため、５歳児
さいじ

を対象
たいしょう

にしたスクリーニング
す く り ー に ん ぐ

や

事後
じ ご

支援
しえん

を行
おこな

う市町村
しちょうそん

に対
たい

する助成
じょせい

や、発達
はったつ

障害
しょうがい

のある人
ひと

の支援
しえん

を担
にな

う専門
せんもん

職
しょく

等
とう

の人材
じんざい

の

養成
ようせい

を実施
じっし

 

●特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

の整備
せいび

 

地域
ちいき

社会
しゃかい

に密着
みっちゃく

するとともに、地域
ちいき

の特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

のセンター的
せ ん た ー て き

機能
きのう

を担
にな

う、専門性
せんもんせい

の高
たか

い

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

を南部
なんぶ

地域
ちいき

に２校
こう

新設
しんせつ

 

  ・平成
へいせい

22年度
ねんど

 八幡
やわた

支援
しえん

学校
がっこう

開校
かいこう

 

  ・平成
へいせい

23年度
ねんど

 宇治
う じ

支援
しえん

学校
がっこう

開校
かいこう

 

●特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

の体制
たいせい

整備
せいび

の推進
すいしん

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

を含
ふく

む全
すべ

ての障害
しょうがい

のある児童
じどう

生徒
せいと

の学校
がっこう

における支援
しえん

体制
たいせい

整備
せいび

に加
くわ

え、地域
ちいき

におけ

る支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

や理解
りかい

啓発
けいはつ

など、総合的
そうごうてき

な支援
しえん

を推進
すいしん

 

●特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

 

発達
はったつ

障害
しょうがい

等
とう

により、特
とく

に支援
しえん

を必要
ひつよう

とする児童
じどう

生徒
せいと

が在籍
ざいせき

する学校
がっこう

において、支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため非常勤
ひじょうきん

講師
こうし

を配置
はいち

 

  ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 延
の

べ 1,137人
にん

配置
はいち

 

●特別
とくべつ

支援
しえん

教育
きょういく

サポート
さ ぽ ー と

拠点
きょてん

事業
じぎょう

 

発達
はったつ

障 害
しょうがい

を含
ふく

む障 害
しょうがい

のある子
こ

どもへの就学前
しゅうがくまえ

から高校
こうこう

卒業後
そつぎょうご

までの一貫
いっかん

した支援
しえん

を行
おこな

う

ため、京都府
きょうとふ

スーパーサポートセンター
す ー ぱ ー さ ぽ ー と せ ん た ー

を設置
せっち

し、子
こ

ども・保護者
ほ ご し ゃ

・教 員
きょういん

・地域
ちいき

を支援
しえん

 

●特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

職 業
しょくぎょう

教育
きょういく

充実費
じゅうじつひ

 

府立
ふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

生徒
せいと

の卒業後
そつぎょうご

の職 業 的
しょくぎょうてき

な自立
じりつ

を図
はか

るため、職 業
しょくぎょう

教育
きょういく

設備
せつび

を充実
じゅうじつ

 

  ・機械
きかい

ロクロ
ろ く ろ

、電気
でんき

窯
がま

、自働
じどう

床
ゆか

洗浄機
せんじょうき

、職
しょく

業
ぎょう

用
よう

本
ほん

縫
ぬい

ミシン
み し ん

 など 

●特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

医療的
いりょうてき

ケア
け あ

体制
たいせい

充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

の重度
じゅうど

・重複化
ちょうふくか

、多様化
た よ う か

に伴
ともな

い、医療的
いりょうてき

ケア
け あ

を安全
あんぜん

に実施
じっし

する体制
たいせい

を確保
かくほ

するとともに、
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一人一人
ひとりひとり

のニーズ
に ー ず

に合
あ

わせたきめ細
こま

やかな教育
きょういく

を推進
すいしん

 

●地域
ちいき

等
とう

連携
れんけい

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

医療
いりょう

、福祉
ふくし

、労働
ろうどう

、教育
きょういく

等
とう

が一体
いったい

となって、障害
しょうがい

のある子
こ

ども及
およ

びその保護者
ほ ご し ゃ

等
とう

に対
たい

する一貫
いっかん

した相談
そうだん

・支援
しえん

体制
たいせい

を整備
せいび

 

●地域
ちいき

支援
しえん

センター
せ ん た ー

の設置
せっち

及
およ

び地域
ちいき

支援
しえん

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

の配置
はいち

 

地域
ちいき

の学校
がっこう

等
とう

の障害
しょうがい

のある子
こ

どもへの教育
きょういく

相談
そうだん

等
とう

を行
おこな

うため、各府立
かくふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

に地域
ちいき

支援
しえん

センター
せ ん た ー

の設置
せっち

及
およ

び地域
ちいき

支援
しえん

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

を配置
はいち

 

●ふれあい・心
こころ

のステーション
す て ー し ょ ん

 

府立
ふりつ

特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

高等部
こうとうぶ

生徒
せいと

自
みずか

らが製
せい

作品
さくひん

の販売
はんばい

実習
じっしゅう

・実演
じつえん

をする「ふれあい・ 心
こころ

の

ステーション
す て ー し ょ ん

」を毎年
まいとし

開催
かいさい

 

●スクールバス
す く ー る ば す

の整備
せいび

 

障害
しょうがい

の重度
じゅうど

・重複化
ちょうふくか

、多様化
た よ う か

に対応
たいおう

したスクールバス
す く ー る ば す

を整備
せいび

 

  ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 26台
だい

購入
こうにゅう

 

●視覚
しかく

・聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

社会
しゃかい

教育
きょういく

指導者
しどうしゃ

研修会
けんしゅうかい

 

視覚
しかく

・聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

の豊
ゆた

かな生活
せいかつ

に向
む

けての学習
がくしゅう

活動
かつどう

や社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

るため、府内
ふない

各地
かくち

で実践
じっせん

活動
かつどう

の交流
こうりゅう

を行
おこな

い、指導者
しどうしゃ

としての資質
ししつ

向上
こうじょう

を図
はか

る「指導者
しどうしゃ

研修会
けんしゅうかい

」を毎年
まいとし

実施
じっし

 

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の

充実
じゅうじつ

 

●日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

、障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

施設
しせつ

、学校
がっこう

の空
あ

き教室
きょうしつ

等
とう

において、障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）に活動
かつどう

の場
ば

を提供
ていきょう

し、見守
みまも

り、社会
しゃかい

に適応
てきおう

するための日常的
にちじょうてき

な訓練
くんれん

等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う「日中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

」を府内
ふない

の全市
ぜんし

町村
ちょうそん

で実施
じっし

 

●心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）地域
ちいき

療育
りょういく

等
など

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

 

 在宅
ざいたく

の心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

えるため、身近
みぢか

な地域
ちいき

での療育
りょういく

に関
かん

する相談
そうだん

・指導
しどう

、

健康診査
けんこうしんさ

等
とう

を実施
じっし

 

●重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）ショートステイ
し ょ ー と す て い

受入
うけいれ

体制
たいせい

整備
せいび

（平成
へいせい

26年度
ねんど

） 

府
ふ

北部
ほくぶ

地域
ちいき

で医療型
いりょうがた

短期
たんき

入所
にゅうしょ

の受入
うけいれ

体制
たいせい

を整備
せいび

するため、 障害
しょうがい

特性
とくせい

に配慮
はいりょ

して

ショートステイ
し ょ ー と す て い

の利用者
りようしゃ

を受
う

け入
い

れる北部
ほくぶ

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

に対
たい

し市町村
しちょうそん

を通
つう

じて助成
じょせい

 

●盲
もう

ろう者
しゃ

通訳
つうやく

介助員
かいじょいん

派遣
はけん

 

盲
もう

ろう者
しゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

を図
はか

るため、コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

及
およ

び移動
いどう

等
とう

の支援
しえん

を行
おこな

う通訳
つうやく

・

介助員
かいじょいん

を派遣
はけん

 

●福祉
ふくし

有償
ゆうしょう

運送
うんそう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

 

通院等
つういんとう

の外出
がいしゅつ

に支援
しえん

を要
よう

する高齢者
こうれいしゃ

や障害者
しょうがいしゃ

の移動
いどう

手段
しゅだん

を確保
かくほ

するための福祉
ふくし

有償
ゆうしょう

運送事
うんそうじ

業者
ぎょうしゃ

の車両
しゃりょう

購入
こうにゅう

に対
たい

する助成
じょせい

及
およ

び運転
うんてん

協 力 者
きょうりょくしゃ

養成
ようせい

講習
こうしゅう

を実施
じっし

（平成
へいせい

22年度
ねんど

～） 

・平成
へいせい

22年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 延
の

べ39台
だい

（36法人
ほうじん

） 

●障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

整備
せいび

事業
じぎょう

 

障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

の創設
そうせつ

、大規模
だ い き ぼ

修繕
しゅうぜん

等
とう

に対
たい

する助成
じょせい

（平成
へいせい

21年度
ねんど

～） 
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  ・平成
へいせい

21年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 施設
しせつ

創設
そうせつ

36箇所
かしょ

、大規模
だ い き ぼ

修繕
しゅうぜん

5箇所
かしょ

、改築
かいちく

等
など

4箇所
かしょ

 

●新体
しんたい

系
けい

対応
たいおう

基盤
きばん

整備
せいび

事業
じぎょう

 

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援法
しえんほう

の施行
せこう

に伴
ともな

い、既存
きぞん

施設
しせつ

が新体系
しんたいけい

に移行
いこう

する場合
ばあい

に必要
ひつよう

となる施設
しせつ

の改修
かいしゅう

、

増築
ぞうちく

等
とう

に対
たい

する助成
じょせい

（平成
へいせい

19年度
ねんど

～平成
へいせい

24年度
ねんど

） 

  ・平成
へいせい

19年度
ねんど

～平成
へいせい

24年度
ねんど

実績
じっせき

 改修
かいしゅう

120箇所
かしょ

、増築
ぞうちく

12箇所
かしょ

、設備
せつび

・備品
びひん

45箇所
かしょ

 

●社会
しゃかい

福祉
ふくし

施設
しせつ

防災
ぼうさい

対策
たいさく

等
とう

事業
じぎょう

 

障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

等
とう

の入所者
にゅうしょしゃ

の安心
あんしん

安全
あんぜん

を確保
かくほ

するため、事
じ

業者
ぎょうしゃ

が行
おこな

う耐震化
たいしんか

、スプリンクラー
す ぷ り ん く ら ー

整備
せいび

等
とう

に対
たい

する助成
じょせい

（平成
へいせい

21年度
ねんど

～） 

 ・平成
へいせい

21年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 耐震化
たいしんか

整
せい

備12箇所
かしょ

、スプリンクラー
す ぷ り ん く ら ー

38箇所
かしょ

 

●障害者
しょうがいしゃ

相談
そうだん

支援
しえん

ネットワーク
ね っ と わ ー く

事業
じぎょう

 

障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

毎
ごと

に「総合
そうごう

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

」を指定
してい

した上
うえ

で、ゼネラルケアマネジャー
ぜ ね ら る け あ ま ね じ ゃ ー

を配置
はいち

（７名
めい

）し、関係
かんけい

機関
きかん

の相談
そうだん

支援
しえん

ネットワーク
ね っ と わ ー く

の整備
せいび

、連携
れんけい

会議
かいぎ

及
およ

び研修
けんしゅう

等
とう

を実施
じっし

 

●圏域
けんいき

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の設置
せっち

 

障害
しょうがい

福祉
ふくし

計画
けいかく

の推進
すいしん

及
およ

び広域的
こういきてき

なサービス
さ ー び す

調整
ちょうせい

等
とう

を 行
おこな

う協議
きょうぎ

の場
ば

として、障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

毎
ごと

に障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

を設置
せっち

 

●家庭
かてい

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

の設置
せっち

（平成
へいせい

22年度
ねんど

） 

児童
じどう

虐待
ぎゃくたい

やＤＶ
でぃーぶい

、非行
ひこう

、ひきこもりなど、複雑
ふくざつ

・多様化
た よ う か

する家庭
かてい

問題
もんだい

に迅速
じんそく

・的確
てきかく

に対応
たいおう

す

るため、家
か

庭
てい

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

を中心
ちゅうしん

に関係
かんけい

機関
きかん

の連携
れんけい

・協 力
きょうりょく

のもと、家庭
かてい

問題
もんだい

に対
たい

する

総合的
そうごうてき

・専門的
せんもんてき

な相談
そうだん

支援
しえん

を実施
じっし

 

●高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

に特化
とっか

した生活
せいかつ

訓練
くんれん

の実施
じっし

（平成
へいせい

26年度
ねんど

） 

府立
ふりつ

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

センター
せ ん た ー

において、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

の障害
しょうがい

特性
とくせい

を踏
ふ

まえた日常
にちじょう

生活
せいかつ

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

、復職
ふくしょく

・就 職
しゅうしょく

に向
む

けての訓練
くんれん

を行
おこな

う生活
せいかつ

訓練
くんれん

事業
じぎょう

を開始
かいし

 

●難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

居宅
きょたく

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

 

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

等
とう

に対
たい

して、ホームヘルプサービス
ほ ー む へ る ぷ さ ー び す

事業
じぎょう

、短期
たんき

入所
にゅうしょ

事業
じぎょう

、日常
にちじょう

用具
ようぐ

給付
きゅうふ

事業
じぎょう

を行
おこな

う市町村
しちょうそん

を支援
しえん

（平成
へいせい

25年度
ねんど

～障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に移行
いこう

） 

●精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

退院
たいいん

促進
そくしん

事業
じぎょう

 

社会的
しゃかいてき

入院
にゅういん

精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の退院
たいいん

を促進
そくしん

（平成
へいせい

24年度
ねんど

～障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に移行
いこう

） 

 ・平成
へいせい

19年度
ねんど

～平成
へいせい

23年度
ねんど

実績
じっせき

 本事業
ほんじぎょう

利用
りよう

の退院者
たいいんしゃ

48人
じん

 

●精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

訪問
ほうもん

支援
しえん

事業
じぎょう

 

医療
いりょう

や福祉
ふくし

等
とう

のサービス
さ ー び す

を 自
みずか

ら利用
りよう

できない在宅
ざいたく

の精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

して、多職種
たしょくしゅ

による

アウトリーチ
あ う と り ー ち

（訪問
ほうもん

）型
がた

支援
しえん

を試行的
しこうてき

に実施
じっし

（平成
へいせい

23年度
ねんど

～） 

 ・平成
へいせい

23年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 32人
にん

を支援
しえん

 

●南部
な ん ぶ

難聴
なんちょう

幼児
よ う じ

サポートセンター
さ ぽ ー と せ ん た ー

事業
じぎょう

 

学齢期前
がくれいきまえ

の聴覚
ちょうかく

障害児
しょうがいじ

に聴覚
ちょうかく

・ことばの指導
しどう

等
とう

を行
おこな

い、言語
げんご

能力
のうりょく

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

能力
のうりょく

を高
たか

めるとともに、孤立
こりつ

しがちな保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

する相談
そうだん

支援
しえん

等
とう

を実施
じっし
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●発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

運営
うんえい

事業
じぎょう

 

府
ふ

全域
ぜんいき

の発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

の中核
ちゅうかく

として、発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

「はばたき」を設置
せっち

 

（平成
へいせい

19年度
ねんど

）するとともに、障害
しょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

毎
ごと

に支所
ししょ

として、圏域
けんいき

支援
しえん

センター
せ ん た ー

を設置
せっち

し、

ネットワーク
ね っ と わ ー く

を構築
こうちく

 

●高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害者
しょうがいしゃ

支援
しえん

事業
じぎょう

 

京都府
きょうとふ

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

に支援
しえん

コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

を配置
はいち

し、高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害者
しょうがいしゃ

に

関
かん

する相談
そうだん

・研修
けんしゅう

等
とう

を実施
じっし

 

●居住
きょじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事業
じぎょう

の支援
しえん

 

障害者
しょうがいしゃ

の入居
にゅうきょ

契約
けいやく

手続
てつづ

きの支援
しえん

等
とう

を行
おこな

う居 住
きょうじゅう

サポート
さ ぽ ー と

事業
じぎょう

を行
おこな

う市町村
しちょうそん

に対
たい

する支援
しえん

を実施
じっし

 

●障害者
しょうがいしゃ

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

開設
かいせつ

促進
そくしん

事業
じぎょう

 

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

の開設
かいせつ

時
じ

の共用
きょうよう

備品
びひん

の購入
こうにゅう

等
とう

に対
たい

する助成
じょせい

（平成
へいせい

17年度
ねんど

～平成
へいせい

20年度
ねんど

） 

 ・平成
へいせい

17年度
ねんど

～平成
へいせい

20年度
ねんど

実績
じっせき

 27箇所
かしょ

 

●グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

等
とう

整備
せいび

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の施設
しせつ

改修
かいしゅう

等
とう

に対
たい

する助成
じょせい

（平成
へいせい

19年度
ねんど

～平成
へいせい

24年度
ねんど

） 

 ・平成
へいせい

19年度
ねんど

～平成
へいせい

24年度
ねんど

実績
じっせき

 56箇所
かしょ

 339人分
にんぶん

 

●障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

整備
せいび

事業
じぎょう

 

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

の創設
そうせつ

に要
よう

する経費
けいひ

に対
たい

する助成
じょせい

（平成
へいせい

21年度
ねんど

～平成
へいせい

24年度
ねんど

） 

 ・平成
へいせい

21年度
ねんど

～平成
へいせい

24年度
ねんど

 19箇所
かしょ

 141人分
にんぶん

 

●重度
じゅうど

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）在宅
ざいたく

生活
せいかつ

支援
しえん

事業
じぎょう

 

看護師
か ん ご し

等
など

の配置
はいち

等
とう

により、医療的
いりょうてき

ケア
け あ

の必要
ひつよう

な重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の受入
うけいれ

を推進
すいしん

する生活
せいかつ

介護
かいご

事業所
じぎょうしょ

等
とう

に対
たい

し市町村
しちょうそん

を通
つう

じて助成
じょせい

 

●重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）通園
つうえん

事業
じぎょう

 

在宅
ざいたく

の重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）に対
たい

し、日常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
どうさ

、運動
うんどう

機能
きのう

に関
かん

する訓練
くんれん

、指導
しどう

等
とう

必要
ひつよう

な療育
りょういく

を実施
じっし

（平成
へいせい

24年度
ねんど

～障害
しょうがい

福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

に移行
いこう

） 

●認知症
にんちしょう

サポーター
さ ぽ ー た ー

養成
ようせい

 

認知症
にんちしょう

を正
ただ

しく理解
りかい

し、認知症
にんちしょう

の人
ひと

や家族
かぞく

を温
あたた

かく見守
みまも

る応援者
おうえんしゃ

を養成
ようせい

 

・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 112,240人
にん

養成
ようせい

 

●キャラバンメイト
き ゃ ら ば ん め い と

養成
ようせい

 

認知症
にんちしょう

サポーター
さ ぽ ー た ー

を養成
ようせい

する「認知症
にんちしょう

サポーター
さ ぽ ー た ー

養成
ようせい

講座
こうざ

」の講師役
こうしやく

として、「キャラバンメイト
き ゃ ら ば ん め い と

」

を養成
ようせい

 

 ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 3,912人
にん

養成
ようせい

 

●認知症
にんちしょう

に関
かん

する多様
たよう

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

の設置
せっち

 

認知症
にんちしょう

の早期
そうき

発見
はっけん

・早期
そうき

対応
たいおう

につなげるため、多様
たよう

な相談
そうだん

窓口
まどぐち

を設置
せっち
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●認知症
にんちしょう

介護
かいご

実践者
じっせんしゃ

等
など

養成
ようせい

研修
けんしゅう

 

認知症
にんちしょう

患者
かんじゃ

の介護
かいご

を実践
じっせん

する施設
しせつ

・居宅
きょたく

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

の実務者
じつむしゃ

及
およ

び指導者
しどうしゃ

等
とう

を対象
たいしょう

として、

実践者
じっせんしゃ

研修
けんしゅう

・実践
じっせん

リーダー
り ー だ ー

研修
けんしゅう

等
とう

を実施
じっし

 

●児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

の支給
しきゅう

 

母子
ぼ し

家庭
かてい

に対
たい

する扶助
ふじょ

（町域
ちょういき

認定数
にんていすう

：約
やく

1,100世帯
せたい

） 

●特別
とくべつ

児童
じどう

扶養
ふよう

手当
てあて

の支給
しきゅう

 

  障害児
しょうがいじ

がおられる家庭
かてい

への扶助
ふじょ

（府域
ふいき

認定数
にんていすう

：約
やく

5,700世帯
せたい

） 

●特別
とくべつ

障害者
しょうがいしゃ

手当
てあて

の支給
しきゅう

 

  20才
さい

以上
いじょう

の在宅
ざいたく

重度
じゅうど

障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する扶助
ふじょ

（府域
ふいき

認定数
にんていすう

：約
やく

3,800人
にん

） 

●障害児
しょうがいじ

福祉
ふくし

手当
てあて

の支給
しきゅう

 

  在宅
ざいたく

重度
じゅうど

障害児
しょうがいじ

に対
たい

する扶助
ふじょ

（府域
ふいき

認定数
にんていすう

：約
やく

1,600人
にん

） 

●在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

無年金者
むねんきんしゃ

緊急
きんきゅう

支援
しえん

事業費
じぎょうひ

  

  国民
こくみん

年金
ねんきん

制度
せいど

改正
かいせい

時
じ

に制度
せいど

の対象
たいしょう

とならなかった在日
ざいにち

外国人
がいこくじん

無年金者
むねんきんしゃ

（障害者
しょうがいしゃ

）に対
たい

して

給付
きゅうふ

金
きん

を支給
しきゅう

 

●補
ほ

装具
そうぐ

・日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

の給付
きゅうふ

等
とう

 

障害者
しょうがいしゃ

の日常
にちじょう

生活
せいかつ

や社会
しゃかい

生活
せいかつ

の向上
こうじょう

を図
はか

り社会
しゃかい

参加
さんか

を支援
しえん

するため、補
ほ

装具費
そ う ぐ ひ

の支給
しきゅう

や

日常
にちじょう

生活
せいかつ

用具
ようぐ

の給付
きゅうふ

・貸付
かしつけ

を行
おこな

う市町村
しちょうそん

を支援
しえん

 

●手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

・要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

等
とう

派遣
はけん

事業
じぎょう

 

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を確保
かくほ

するため、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

・要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

等
とう

派遣
はけん

を実施
じっし

 

●身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

の育成
いくせい

・訓練
くんれん

 

身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

補助
ほじょ

犬
けん

の育成
いくせい

及
およ

び訓練
くんれん

等
とう

を行
おこな

う法人
ほうじん

に対
たい

する助成
じょせい

を実施
じっし

 

●介護
かいご

・福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

等
とう

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

  利用者
りようしゃ

が安心
あんしん

して介護
かいご

・福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

を選択
せんたく

できる環境
かんきょう

づくりに資
し

するため、「京都
きょうと

介護
かいご

・福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

等
とう

支援
しえん

機構
きこう

」が実施
じっし

する第三者
だいさんしゃ

評価
ひょうか

事業
じぎょう

等
とう

に対
たい

する支援
しえん

 

保健
ほけん

・ 医療
いりょう

の

充実
じゅうじつ

 

●乳幼児
にゅうようじ

健康
けんこう

管理
かんり

事業
じぎょう

 

市町村
しちょうそん

乳幼児
にゅうようじ

健
けん

診
しん

等
とう

で身体
しんたい

・心理
しんり

の発達
はったつ

の遅
おく

れが指摘
してき

された児
じ

に対
たい

し、各保健所
かくほけんじょ

において発達
はったつ

支援
しえん

のための助言
じょげん

、医療
いりょう

機関
きかん

との連携
れんけい

などを実施
じっし

 

●難病
なんびょう

患者
かんじゃ

在宅
ざいたく

支援
しえん

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

難病
なんびょう

患者
かんじゃ

の安定
あんてい

した療養
りょうよう

生活
せいかつ

の確保
かくほ

と患者
かんじゃ

及
およ

びその家族
かぞく

の生活
せいかつ

の質
しつ

の向上
こうじょう

の為
ため

、全保健所
ぜんほけんじょ

において、医師
い し

・保健師
ほ け ん し

・理学
りがく

療法士
りょうほうし

等
とう

による各種
かくしゅ

相談
そうだん

事業
じぎょう

や講演会
こうえんかい

・交流会
こうりゅうかい

、研修会
けんしゅうかい

等
とう

を

開催
かいさい

 

 ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 医師
い し

による相談
そうだん

 2,077人
にん

、保健師
ほ け ん し

の訪問
ほうもん

相談
そうだん

 5,870人
にん

 

●発達
はったつ

障害
しょうがい

診療
しんりょう

体制
たいせい

拡充
かくじゅう

整備
せいび

事業
じぎょう

（平成
へいせい

25年度
ねんど

～） 

 こども発達
はったつ

センター
せ ん た ー

に診察室
しんさつしつ

を増設
ぞうせつ

し、小児科
しょうにか

専攻医
せんこうい

を研修
けんしゅう

のために受
う

け入
い

れ、初診
しょしん

待
ま

ちの

短縮
たんしゅく

を図
はか

るとともに、発達
はったつ

障害
しょうがい

を診療
しんりょう

できる小児科医
しょうにかい

を養成
ようせい
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●高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

専門
せんもん

外来
がいらい

の設置
せっち

（平成
へいせい

25年度
ねんど

～） 

高次
こうじ

脳
のう

機能
きのう

障害
しょうがい

専門
せんもん

の診療
しんりょう

機能
きのう

の充実
じゅうじつ

・強化
きょうか

のため、府立
ふりつ

心身
しんしん

障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふくし

センター
せ ん た ー

附属
ふぞく

病院
びょういん

に専門
せんもん

外来
がいらい

を開始
かいし

、医師
い し

を配置
はいち

 

●リ
り

ハビリテーション
は び り て ー し ょ ん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

の設置
せっち

・運営
うんえい

（平成
へいせい

17年度
ねんど

設置
せっち

） 

 総合
そうごう

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

推進
すいしん

プラン
ぷ ら ん

を策定
さくてい

し、府民
ふみん

が住
す

み慣
な

れた地域
ちいき

で安心
あんしん

して、いきいきと暮
く

ら

せるよう、急性期
きゅうせいき

から回復期
かいふくき

、維持
い じ

・生活期
せいかつき

まで継続
けいぞく

した総合
そうごう

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

提供
ていきょう

体制
たいせい

を

実現
じつげん

するため、人材
じんざい

の確保
かくほ

・育成
いくせい

、施設
しせつ

の拡充
かくじゅう

、連携
れんけい

体制
たいせい

の構築
こうちく

などの施策
せさく

を実施
じっし

 

●リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

人材
じんざい

の確保
かくほ

・育成
いくせい

 

理学
りがく

療法士
りょうほうし

等
とう

養成
ようせい

施設
しせつ

の在学者
ざいがくしゃ

で、卒業後
そつぎょうご

、府内
ふない

で就 職
しゅうしょく

する意志
い し

を有
ゆう

する者
もの

への修学
しゅうがく

資金
しきん

の

貸与
たいよ

、リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

就 業
しゅうぎょう

フェア
ふ ぇ あ

、リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

従事者
じゅうじしゃ

の資質
ししつ

向上
こうじょう

のための

研修会
けんしゅうかい

の開催
かいさい

、医療
いりょう

機関
きかん

等
とう

での受入
うけいれ

研修
けんしゅう

の実施
じっし

、特別
とくべつ

養護
ようご

老人
ろうじん

ホーム
ほ ー む

等
とう

への巡回
じゅんかい

相談
そうだん

指導
しどう

等
とう

、リハビリ医
り は び り い

等
とう

養成
ようせい

事業
じぎょう

を実施
じっし

 

●訪問
ほうもん

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

事業所
じぎょうしょ

整備
せいび

促進
そくしん

事業
じぎょう

 

 在
ざい

宅
たく

療養者
りょうようしゃ

が訪問
ほうもん

リハビリテーションサービス
り は び り て ー し ょ ん さ ー び す

を受
う

けられる環境
かんきょう

を整備
せいび

するため、訪問
ほうもん

リハビリテー
り は び り て ー

ション
し ょ ん

事業所
じぎょうしょ

開設
かいせつ

等
とう

に要
よう

する経費
けいひ

に助成
じょせい

 

●地域
ちいき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

機能
きのう

充実
じゅうじつ

事業
じぎょう

 

   在宅
ざいたく

療養者
りょうようしゃ

へのリハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

の充実
じゅうじつ

を図
はか

るため、地域
ちいき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

のリハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

機器
き き

や機能
きのう

訓練室
くんれんしつ

等
とう

の設備
せつび

整備
せいび

等
とう

に要
よう

する経費
けいひ

に助成
じょせい

 

●回復期
かいふくき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

病棟
びょうとう

整備
せいび

促進
そくしん

事業
じぎょう

 

  回復期
かいふくき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

病棟
びょうとう

を整備
せいび

する際
さい

に必要
ひつよう

となる機能
きのう

訓練室
くんれんしつ

等
とう

の整備
せいび

に要
よう

する経費
けいひ

に

助成
じょせい

 

●先端的
せんたんてき

リハビリ
り は び り

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

先端的
せんたんてき

なリハビリ
り は び り

を受
う

けられる環境
かんきょう

を整備
せいび

するため、リハビリ
り は び り

機器
き き

整備
せいび

等
とう

に要
よう

する経費
けいひ

に助成
じょせい

 

●地域
ちいき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

の整備
せいび

 

 府内
ふない

全圏域
ぜんけんいき

及
およ

び京都
きょうと

市内
しない

で８箇所
かしょ

の地域
ちいき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

を指定
してい

。地域
ちいき

資源
しげん

等
とう

に

精通
せいつう

したコーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

を配置
はいち

し、地域
ちいき

包括
ほうかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

等
とう

に対
たい

する助言
じょげん

相談
そうだん

等
とう

を実施
じっし

 

●ＩＴ
あいてぃー

を活用
かつよう

した地域
ちいき

連携
れんけい

パス
ぱ す

による連携
れんけい

の推進
すいしん

 

 急性期
きゅうせいき

から回復期
かいふくき

、維持
い じ

・生活期
せいかつき

まで継続
けいぞく

した総合
そうごう

リハビリテーションサービス
り は び り て ー し ょ ん さ ー び す

を提供
ていきょう

するため

、府内
ふない

全域
ぜんいき

でＩＴ
あいてぃー

を活用
かつよう

した地域
ちいき

連携
れんけい

パス
ぱ す

による連携
れんけい

を推進
すいしん

 

●回復期
かいふくき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

病 床
びょうしょう

入院
にゅういん

待機
たいき

情報
じょうほう

等
とう

の提供
ていきょう

 

施設
しせつ

情報
じょうほう

検索
けんさく

システム
し す て む

、京都
きょうと

健康
けんこう

医療
いりょう

よろずネット
ね っ と

による回復期
かいふくき

リハビリテーション
り は び り て ー し ょ ん

病 床
びょうしょう

入院
にゅういん

待機
たいき

情報
じょうほう

等
とう

の提供
ていきょう

による連携
れんけい

推進
すいしん

 

●精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

システム
し す て む

 

 府
ふ

南部
なんぶ

・北部
ほくぶ

に精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

情報
じょうほう

センター
せ ん た ー

及
およ

び基幹
きかん

病院
びょういん

等
とう

を設置
せっち

し、休日
きゅうじつ

夜間
やかん

における精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

体制
たいせい

を確保
かくほ
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 ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 北部
ほくぶ

 1,860件
けん

、南部
なんぶ

 21,830件
けん

 

●精神科
せいしんか

救 急
きゅうきゅう

医療
いりょう

連携
れんけい

強化
きょうか

事業
じぎょう

 

一般
いっぱん

救 急
きゅうきゅう

病 院
びょういん

と精神科
せいしんか

病 院
びょういん

が連携
れんけい

し、精神
せいしん

疾患
しっかん

患者
かんじゃ

で身体
しんたい

合併症
がっぺいしょう

を併発
へいはつ

する患者
かんじゃ

に

医療
いりょう

を提 供
ていきょう

する仕組
し く

みを構築
こうちく

 

●精神
せいしん

医療
いりょう

審査会
しんさかい

の開催
かいさい

 

 精神科
せいしんか

病院
びょういん

における入院
にゅういん

患者
かんじゃ

に対
たい

し人権
じんけん

に配慮
はいりょ

した適正
てきせい

な処遇
しょぐう

を確保
かくほ

 

●精神
せいしん

保健
ほけん

対策費
たいさくひ

（医療費
いりょうひ

） 

 入院
にゅういん

措置
そ ち

に係
かか

る医療費
いりょうひ

の一部
いちぶ

負担
ふたん

 

  ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 新規
しんき

措置
そ ち

患者数
かんじゃすう

 233人
にん

 

●自立
じりつ

支援
しえん

医療
いりょう

（精神
せいしん

通院
つういん

） 

 通院
つういん

医療費
いりょうひ

の助成
じょせい

等
とう

を通
つう

じて、精神科
せいしんか

医療
いりょう

を受診
じゅしん

する機会
きかい

を保障
ほしょう

  

●精神科
せいしんか

デイ
で い

・ケア
け あ

 

 回復
かいふく

途上
とじょう

にある精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

に生活
せいかつ

技能
ぎのう

訓練
くんれん

等
とう

の治療
ちりょう

訓練
くんれん

を実施
じっし

 

●難病
なんびょう

拠点
きょてん

病院
びょういん

を核
かく

とする地域
ちいき

難病
なんびょう

医療
いりょう

ネットワーク
ね っ と わ ー く

の充実
じゅうじつ

 

難病
なんびょう

医療
いりょう

拠点
きょてん

病院
びょういん

と協 力
きょうりょく

病院
びょういん

を中心
ちゅうしん

とした難病
なんびょう

医療
いりょう

体制
たいせい

の整備
せいび

や関係者
かんけいしゃ

への研修
けんしゅう

等
とう

の実施
じっし

及
およ

び全保健所
ぜんほけんじょ

において、支援
しえん

グループ
ぐ る ー ぷ

会議
かいぎ

や在宅
ざいたく

ケアシステム
け あ し す て む

会議
かいぎ

等
とう

を開催
かいさい

 

●臓器
ぞうき

移植
いしょく

の普及
ふきゅう

・促進
そくしん

 

臓器
ぞうき

移植
いしょく

に関
かん

する理解
りかい

促進
そくしん

を図
はか

るため、府民
ふみん

への臓器
ぞうき

移植
いしょく

医療
いりょう

に関
かん

する正
ただ

しい情報
じょうほう

の発信
はっしん

と

制度
せいど

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を実施
じっし

 

●重度
じゅうど

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）医療
いりょう

給付
きゅうふ

事業
じぎょう

助成
じょせい

 

 重度
じゅうど

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）の医療
いりょう

に係
かかわ

る経済的
けいざいてき

な負担
ふたん

軽減
けいげん

、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の支援
しえん

、

障害者
しょうがいしゃ

の健康
けんこう

の保持
ほ じ

・増進
ぞうしん

を図
はか

るため、市町村
しちょうそん

が実施
じっし

する重度
じゅうど

心身
しんしん

障害児
しょうがいじ

（者
しゃ

）医療費
いりょうひ

助成
じょせい

事業
じぎょう

に対
たい

して助成
じょせい

 

  ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

合計
ごうけい

 13,496,721千円
せんえん

 

●重度
じゅうど

心身
しんしん

障害
しょうがい

老人
ろうじん

健康
けんこう

管理
かんり

事業
じぎょう

助成
じょせい

 

 重度
じゅうど

心身
しんしん

障害
しょうがい

のある高齢者
こうれいしゃ

の医療
いりょう

に係
かか

る経済的
けいざいてき

な負担
ふたん

軽減
けいげん

、障害者
しょうがいしゃ

の自立
じりつ

と社会
しゃかい

参加
さんか

の

支援
しえん

、障害者
しょうがいしゃ

の健康
けんこう

の保持
ほ じ

・増進
ぞうしん

を図
はか

るため、市町村
しちょうそん

が実施
じっし

する重度
じゅうど

心身
しんしん

障害
しょうがい

老人
ろうじん

健康
けんこう

管理
かんり

事業
じぎょう

に対
たい

して助成
じょせい

 

  ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

合計
ごうけい

 9,762,475千円
せんえん

 

●特定
とくてい

疾患
しっかん

の治療
ちりょう

研究
けんきゅう

の推進
すいしん

と公費
こうひ

負担
ふたん

 

治療
ちりょう

が極
きわ

めて困難
こんなん

であり医療費
いりょうひ

も高額
こうがく

である特定
とくてい

疾患
しっかん

について、疾患
しっかん

に関
かん

する医療
いりょう

の確立
かくりつ

・

普及
ふきゅう

、患者
かんじゃ

の医療費
いりょうひ

の負担
ふたん

軽減
けいげん

を図
はか

るため、保険
ほけん

診療
しんりょう

の患者
かんじゃ

負担分
ふたんぶん

の医療費
いりょうひ

の公費
こうひ

負担
ふたん

を実施
じっし

 

●障害者
しょうがいしゃ

等
とう

歯科
し か

健
けん

診
しん

・指導
しどう

事業
じぎょう

 

  障害者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

入所者
にゅうしょしゃ

等
とう

を対象
たいしょう

に、う歯
し

や歯
し

周 病
しゅうびょう

を予防
よぼう

するため、歯科
し か

医師
い し

・歯科
し か

衛生士
えいせいし

によ

る歯科
し か

健
けん

診
しん

・保健
ほけん

指導
しどう

等
とう

を実施
じっし
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●府
ふ

北部
ほくぶ

地域
ちいき

障害者
しょうがいしゃ

歯科
し か

診療所
しんりょうじょ

整備
せいび

・運営
うんえい

事業
じぎょう

 

  脳性
のうせい

麻痺
ま ひ

や自閉症
じへいしょう

等
とう

で通常
つうじょう

の歯科
し か

診療
しんりょう

が困難
こんなん

な障害者
しょうがいしゃ

に対
たい

する歯科
し か

診療所
しんりょうじょ

を北部
ほくぶ

地域
ちいき

に

整備
せいび

。市町
しちょう

、府
ふ

歯科
し か

医師会
い し か い

と協同
きょうどう

で運営
うんえい

（平成
へいせい

26年度
ねんど

開所
かいしょ

） 

●青少年
せいしょうねん

の社会的
しゃかいてき

ひきこもり支援
しえん

事業
じぎょう

 

  家庭
かてい

支援
しえん

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

に「ひきこもり相談
そうだん

窓口
まどぐち

」を設置
せっち

し、来所
らいしょ

・電話
でんわ

相談
そうだん

、家族
かぞく

教室
きょうしつ

等
とう

を実施
じっし

 

●自殺
じさつ

対策
たいさく

の推進
すいしん

 

 京都府
きょうとふ

精神
せいしん

保健
ほけん

福祉
ふくし

総合
そうごう

センター
せ ん た ー

に「京都府
きょうとふ

自殺
じさつ

ストップセンター
す と っ ぷ せ ん た ー

」を設置
せっち

し、電話
でんわ

及
およ

び面接
めんせつ

相談
そうだん

を実施
じっし

。相談
そうだん

内容
ないよう

に応
おう

じて弁護士
べ ん ご し

や司法
しほう

書士
しょし

等
とう

の専門家
せんもんか

と協働
きょうどう

して対応
たいおう

 

●かかりつけ医
い

認知症対
にんちしょうたい

応力
おうりょく

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

 

かかりつけ医
い

が認知症
にんちしょう

に関
かん

する正
ただ

しい知識
ちしき

・技術
ぎじゅつ

、家族
かぞく

への対応
たいおう

を習得
しゅうとく

し、各地域
かくちいき

において、医療
いりょう

と介護
かいご

が一体
いったい

となった認知症
にんちしょう

の支援
しえん

体制
たいせい

の構築
こうちく

を図
はか

るための研修
けんしゅう

を実施
じっし

 

●認知症
にんちしょう

サポート医
さ ぽ ー と い

養成
ようせい

 

認知症
にんちしょう

患者
かんじゃ

の診療
しんりょう

に習 熟
しゅうじゅく

し、かかりつけ医
い

への助言
じょげん

その他
た

の支援
しえん

を行
おこな

う専門
せんもん

医療
いりょう

機関
きかん

や

地域
ちいき

包括
ほうかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

等
とう

との連携
れんけい

の推進役
すいしんやく

として「認知症
にんちしょう

サポート医
さ ぽ ー と い

」を養成
ようせい

 

●認知症
にんちしょう

疾患
しっかん

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

設置
せっち

事業
じぎょう

 

認知症
にんちしょう

の早期
そうき

発見
はっけん

や専門的
せんもんてき

な診断
しんだん

、適切
てきせつ

な入
にゅう

・退院
たいいん

対応
たいおう

など、医療
いりょう

・介護
かいご

・福祉
ふくし

の連携
れんけい

によ

る支援
しえん

体制
たいせい

の強化
きょうか

を図
はか

るため、認知症
にんちしょう

疾患
しっかん

医療
いりょう

センター
せ ん た ー

を設置
せっち

（平成
へいせい

23年度
ねんど

～） 

 ・平成
へいせい

23年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 ８箇所
かしょ

設置
せっち

 

●病院
びょういん

勤務
きんむ

の医療
いりょう

従事者向
じゅうじしゃむ

け認知症対
にんちしょうたい

応力
おうりょく

向上
こうじょう

研修
けんしゅう

 

病 院
びょういん

の看護師
か ん ご し

等
とう

医療
いりょう

従事者
じゅうじしゃ

を対 象
たいしょう

に、認知症
にんちしょう

の基礎
き そ

知識
ちしき

や認知症
にんちしょう

ケア
け あ

の原則
げんそく

等
とう

の研 修
けんしゅう

を

実施
じっし

 

生活
せいかつ

環境
かんきょう

の

整備
せいび

 

●パーキングパーミット
ぱ ー き ん ぐ ぱ ー み っ と

制度
せいど

の導入
どうにゅう

 

 「京都
きょうと

おもいやり駐 車 場
ちゅうしゃじょう

利用証
りようしょう

制度
せいど

」を開始
かいし

（平成
へいせい

23年度
ねんど

～） 

・平成
へいせい

23年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 利用証
りようしょう

交付数
こうふすう

 5,287枚
まい

、協 力
きょうりょく

施設数
しせつすう

 1,005施設
しせつ

 

●府立
ふりつ

公園
こうえん

の整備
せいび

促進
そくしん

 

 府立
ふりつ

公園
こうえん

（鴨川
かもがわ

公園
こうえん

、嵐山
あらしやま

公園
こうえん

等
とう

）について、福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

に基
もと

づいた施設
しせつ

整備
せいび

を実施
じっし

 

●市町村
しちょうそん

公園
こうえん

の整備
せいび

促進
そくしん

 

 市
し

町村
ちょうそん

公園
こうえん

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を図
はか

るため、都市
と し

公園
こうえん

事業
じぎょう

（交付
こうふ

金
きん

事業
じぎょう

）を実施
じっし

 

●人
ひと

にやさしいまちづくりホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

開設
かいせつ

 

府内
ふない

施設
しせつ

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

情報
じょうほう

を発信
はっしん

 

●福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

に係
かか

る特定
とくてい

まちづくり施設
しせつ

の設置
せっち

工事
こうじ

の協議
きょうぎ

・届出
とどけで

 

 建築物
けんちくぶつ

等
とう

の特定
とくてい

まちづくり施設
しせつ

の設置
せっち

工事
こうじ

を行
おこな

うときの協議
きょうぎ

・届出
とどけで

 

●鉄道
てつどう

駅舎
えきしゃ

バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

設備
せつび

整備
せいび

事業
じぎょう

 

  駅
えき

利用者数
りようしゃすう

が１日
にち

当
あ

たり３千人
ぜんにん

以上
いじょう

の駅
えき

を対象
たいしょう

に国
くに

・市町村
しちょうそん

と協 調
きょうちょう

して鉄道事
てつどうじ

業者
ぎょうしゃ

に補助
ほじょ

 

  ・平成
へいせい

25年度
ねんど

までの実績
じっせき

 43駅
えき
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●交番
こうばん

等
とう

における身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

対応
たいおう

トイレ
と い れ

の設置
せっち

 

 交番
こうばん

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

を推進
すいしん

するため、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

対応
たいおう

のトイレ
と い れ

を整備
せいび

 

  ・平成
へいせい

17年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 54箇所
かしょ

 

●バリアフリー
ば り あ ふ り ー

設備
せつび

を設置
せっち

した警察
けいさつ

署
しょ

 

 警察
けいさつ

署
しょ

のバリアフリー
ば り あ ふ り ー

を推進
すいしん

するため、身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

対応
たいおう

設備
せつび

やベビーベッド
べ び ー べ っ ど

を設置
せっち

した多目的
たもくてき

トイレ
と い れ

及
およ

びＥ Ｖ
エレベーター

を整備
せいび

 

●府営
ふえい

住宅
じゅうたく

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の実施
じっし

 

府営
ふえい

住宅
じゅうたく

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を進
すす

めるため、建
た

て替
か

え、全面
ぜんめん

改修
かいしゅう

、Ｅ Ｖ
エレベーター

の設置
せっち

、バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の改善
かいぜん

等
とう

を実施
じっし

 

・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 建
たて

替
かえ

585戸
こ

、全面
ぜんめん

改 修
かいしゅう

480戸
こ

、Ｅ Ｖ
エレベーター

設置
せっち

1,440戸
こ

、改善
かいぜん

2,016戸
こ

 

●住宅
じゅうたく

相談
そうだん

業務
ぎょうむ

委託
いたく

事業
じぎょう

 

 京都府
きょうとふ

住宅
じゅうたく

相談所
そうだんじょ

において、専門家
せんもんか

（建築士
けんちくし

）との面談
めんだん

による「建築
けんちく

相談
そうだん

」を月
つき

に２回
かい

実施
じっし

し、

バリアフリー
ば り あ ふ り ー

仕様
しよう

等
とう

、住宅
じゅうたく

に関
かん

する技術的
ぎじゅつてき

な相談
そうだん

に対応
たいおう

 

●住宅
じゅうたく

改良
かいりょう

資金
しきん

融資
ゆうし

制度
せいど

 

 バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

工事
こうじ

等
とう

を行
おこな

う者
もの

に対
たい

する低利
ていり

融資
ゆうし

を実施
じっし

 

●歩道
ほどう

・交差点
こうさてん

改良
かいりょう

等
とう

の安全
あんぜん

施設
しせつ

を整備
せいび

 

 府
ふ

管理
かんり

道路
どうろ

において、歩道
ほどう

設置
せっち

・交差点
こうさてん

改良
かいりょう

等
とう

の安全
あんぜん

施設
しせつ

を整備
せいび

 

  ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 82箇所
かしょ

完成
かんせい

 

●地域
ちいき

連携
れんけい

推進
すいしん

事業
じぎょう

 

通学
つうがく

路
ろ

等
とう

における安心
あんしん

・安全
あんぜん

の確保
かくほ

や歩道
ほどう

のバリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を進
すす

めるとともに地域
ちいき

の絆
きずな

や連携
れんけい

を支
ささ

える道路
どうろ

等
とう

社会
しゃかい

基盤
きばん

の整備
せいび

を実施
じっし

（平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

21年度
ねんど

） 

  ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

21年度
ねんど

実績
じっせき

 27箇所
かしょ

完成
かんせい

 

●道路
どうろ

緊急
きんきゅう

安全
あんぜん

確保
かくほ

小規模
しょうきぼ

改良
かいりょう

事業
じぎょう

（ H
へいせい

20～） 

 府民
ふみん

生活
せいかつ

や地域
ちいき

の安心
あんしん

・安全
あんぜん

を一層
いっそう

確保
かくほ

するため、緊急的
きんきゅうてき

に交通
こうつう

安全
あんぜん

対策
たいさく

や耐震
たいしん

対策
たいさく

などに資
し

するきめ細
こま

やかな小規模
しょうきぼう

道路
どうろ

改良
かいりょう

等
とう

を実施
じっし

し、より安心
あんしん

・安全
あんぜん

で快適
かいてき

なみちづくりを推進
すいしん

 

（平成
へいせい

20年度
ねんど

～） 

    平成
へいせい

20年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 88箇所
かしょ

完成
かんせい

 

●違法
いほう

駐車
ちゅうしゃ

車両
しゃりょう

の排除
はいじょ

（確認
かくにん

標 章
ひょうしょう

の取付
とりつけ

） 

 道路
どうろ

の安心
あんしん

・安全
あんぜん

の確保
かくほ

等
とう

のため、違法
いほう

駐車
ちゅうしゃ

車両
しゃりょう

を排除
はいじょ

 

・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 657,603件
けん

（うちレッカー
れ っ か ー

移動
いどう

 474 件
けん

） 

●道路
どうろ

管理者
かんりしゃ

等
とう

と連携
れんけい

した放置
ほうち

自転車
じてんしゃ

等
とう

の排除
はいじょ

 

 歩道
ほどう

等
とう

の安心
あんしん

・安全
あんぜん

の確保
かくほ

等
とう

のため、道路
どうろ

管理者
かんりしゃ

等
とう

と連携
れんけい

し放置
ほうち

自転車
じてんしゃ

等
とう

を排除
はいじょ

 

・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 自転車
じてんしゃ

 521,174台
だい

、原付車
げんつきしゃ

 656台
だい

 

●信号機
しんごうき

の設置
せっち

 

 道路
どうろ

交通
こうつう

の安心
あんしん

・安全
あんぜん

の確保
かくほ

等
とう

のため視覚
しかく

障害者用
しょうがいしゃよう

付加
ふ か

装置付
そうちづけ

信号機
しんごうき

、高齢者
こうれいしゃ

感応式
かんのうしき

信号機
しんごうき

等
とう
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を整備
せいび

 

・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 新設
しんせつ

 158基
き

、更新
こうしん

 77基
き

 

●身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

除外
じょがい

指定
してい

標 章
ひょうしょう

の交付
こうふ

 

 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の移動
いどう

を支援
しえん

する駐車
ちゅうしゃ

禁止
きんし

規制
きせい

の除外
じょがい

指定
してい

標 章
ひょうしょう

を交付
こうふ

 

  ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 87,530件
けん

 

●「高齢者
こうれいしゃ

が居住
きょじゅう

する住宅
じゅうたく

の設計
せっけい

に関
かん

する指針
ししん

」の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

 指針
ししん

の普及
ふきゅう

を図
はか

るため、全文
ぜんぶん

を京都府
きょうとふ

Ｈ Ｐ
ほーむぺーじ

に掲載
けいさい

して啓発
けいはつ

を実施
じっし

 

●みんなでつくる「あったか京都
きょうと

」指針
ししん

(京都府
きょうとふ

ユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

推進
すいしん

指針
ししん

)の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

 

みんなでつくる「あったか京都
きょうと

」指針
ししん

に基
もと

づき、すべての人
ひと

が安心
あんしん

・安全
あんぜん

で利用
りよう

しやすい建物
たてもの

、

製品
せいひん

、サービス
さ ー び す

など、ユニバーサルデザイン
ゆ に ば ー さ る で ざ い ん

の考
かんが

え方
かた

を基本
きほん

としたまちづくりやものづくりの

普及
ふきゅう

に向
む

けた取組
とりくみ

を実施
じっし

 

●府営
ふえい

住宅
じゅうたく

の優先
ゆうせん

入居
にゅうきょ

 

障害者
しょうがいしゃ

世帯
せたい

の府営
ふえい

住宅
じゅうたく

への入居
にゅうきょ

を支援
しえん

するため、一般
いっぱん

募集
ぼしゅう

とは別
べつ

に、京
きょう

丹波町
たんばまち

以南
いなん

の南部
なんぶ

地域
ちいき

募集
ぼしゅう

では年
ねん

３回
かい

、福知山市
ふくちやまし

・綾部市
あ や べ し

以北
いほく

の北部
ほくぶ

地域
ちいき

募集
ぼしゅう

では年
ねん

２回
かい

、優先枠
ゆうせんわく

を設
もう

けて募集
ぼしゅう

 

 ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 96戸
こ

を提供
ていきょう

（南部
なんぶ

募集
ぼしゅう

） 

●障害者
しょうがいしゃ

ＩＴ
あいてぃー

サポートセンター
さ ぽ ー と せ ん た ー

事業
じぎょう

 

 障害者
しょうがいしゃ

の情報
じょうほう

・コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

支援
しえん

のため、初心者向
しょしんしゃむ

けＩＴ
あいてぃー

講座
こうざ

、視覚
しかく

・聴覚
ちょうかく

等
とう

障害
しょうがい

別
べつ

ＩＴ
あいてぃー

講座
こうざ

やＩＴ
あいてぃー

相談
そうだん

などを実施
じっし

 

●府警
ふけい

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

を活用
かつよう

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

 概要
がいよう

：府警
ふけい

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

に、子
こ

ども安全
あんぜん

情報
じょうほう

（子
こ

どもに対
たい

する声
こえ

かけ事案
じあん

）や街頭
がいとう

犯罪
はんざい

・侵入
しんにゅう

犯罪
はんざい

、振
ふ

り込
こ

め詐欺
さ ぎ

等
とう

の被害
ひがい

防止
ぼうし

の啓発
けいはつ

記事
き じ

を掲載
けいさい

する等
とう

、各種
かくしゅ

地域
ちいき

安全
あんぜん

情報
じょうほう

を積極的
せっきょくてき

に

提供
ていきょう

 

●府民
ふみん

だよりの情報
じょうほう

バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

の支援
しえん

 

 府民
ふみん

だよりの情報
じょうほう

バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

を図
はか

るため、文字
も じ

拡大版
かくだいばん

、点字版
てんじばん

、音声版
おんせいばん

を発行
はっこう

 

●ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

のアクセシビリティ化
あ く せ し び り て ぃ か

 

 障害者
しょうがいしゃ

のＷＥＢ
う ぇ ぶ

アクセシビリティ
あ く せ し び り て ぃ

に配慮
はいりょ

したホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

を構築
こうちく

 

●府警
ふけい

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

へのＪＩＳ
じぇいあいえす

基準
きじゅん

の適用
てきよう

 

 府警
ふけい

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

に、視覚
しかく

障害者用
しょうがいしゃよう

音声化
おんせいか

ソフト
そ ふ と

に対応
たいおう

可能
かのう

なシステム
し す て む

を構
こう

築
ちく

 

 

 

●点訳
てんやく

奉仕員
ほうしいん

・朗読
ろうどく

奉仕員
ほうしいん

等
とう

の養成
ようせい

 

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

える人材
じんざい

の養成
ようせい

・確保
かくほ

のため、点訳
てんやく

奉仕員
ほうしいん

、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

等
とう

を養成
ようせい

 

・平成
へいせい

25年度
ねんど

末
まつ

実績
じっせき

（登録者数
とうろくしゃすう

） 点訳
てんやく

奉仕員
ほうしいん

 230人
にん

、朗読
ろうどく

奉仕員
ほうしいん

 218人
にん

、手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

 547人
にん

、 

要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

 362人
にん

、盲
もう

ろう者向
しゃむ

け通訳
つうやく

・介助員
かいじょいん

 312人
にん

 

●同行
どうこう

援護
えんご

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

養成
ようせい

事業
じぎょう
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  障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

を支
ささ

える人材
じんざい

を養成
ようせい

するため、視覚
しかく

障害者
しょうがいしゃ

の同行
どうこう

援護
えんご

従
じゅう

業者
ぎょうしゃ

の養成
ようせい

研修
けんしゅう

を実施
じっし

 

●手話
しゅわ

のできる警察官
けいさつかん

の養成
ようせい

 

 手
しゅ

話指
わ し

定員
ていいん

の技能
ぎのう

向上
こうじょう

を目的
もくてき

とした手話
しゅわ

ブラッシュアップ
ぶ ら っ し ゅ あ っ ぷ

講習
こうしゅう

を実施
じっし

 

●「警察
けいさつ

相談
そうだん

１１０番
ばん

ファックス
ふ ぁ っ く す

」活用
かつよう

のための広報
こうほう

 

 ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

、電光
でんこう

表示盤
ひょうじばん

等
とう

広報
こうほう

媒体
ばいたい

を利用
りよう

した広報
こうほう

活動
かつどう

を実施
じっし

 

●「京都府
きょうとふ

警察
けいさつ

広報
こうほう

センター
せ ん た ー

」における手話
しゅわ

映像
えいぞう

等
とう

の運用
うんよう

 

 「京都府
きょうとふ

警察
けいさつ

広報
こうほう

センター
せ ん た ー

」における警察
けいさつ

活動
かつどう

の紹介
しょうかい

に「手話
しゅわ

映像
えいぞう

」を使用
しよう

、システム
し す て む

機器
き き

に

「手話
しゅわ

アニメーション
あ に め ー し ょ ん

作成
さくせい

ソフト
そ ふ と

」を導入
どうにゅう

。また、車椅子
くるまいす

から直接
ちょくせつ

利用
りよう

できるように

バリアフリー化
ば り あ ふ り ー か

 

●テレビ
て れ び

・ラジオ
ら じ お

等
とう

を活用
かつよう

した情報
じょうほう

提供
ていきょう

 

 京都府
きょうとふ

広報
こうほう

テレビ
て れ び

番組
ばんぐみ

「みんなの京都
きょうと

ふらりー」、ラジオ
ら じ お

「きょうとほっと情報
じょうほう

」、府民
ふみん

だより

、府警
ふけい

広報紙
こうほうし

「府警
ふけい

あんぜん広場
ひろば

」等
とう

の広報
こうほう

媒体
ばいたい

を活用
かつよう

し、犯罪
はんざい

や交通
こうつう

事故
じ こ

に遭
あ

わないための情報
じょうほう

を発信
はっしん

 

●府警音
ふけいおん

楽隊
がくたい

による警察
けいさつ

広報
こうほう

活動
かつどう

の実施
じっし

 

 府警音
ふけいおん

楽隊
がくたい

を「全国車
ぜんこくくるま

いす駅伝
えきでん

大会
たいかい

」の開
かい

・閉会式
へいかいしき

に派遣
はけん

し、警察
けいさつ

広報
こうほう

活動
かつどう

を実施
じっし

 

●障害者
しょうがいしゃ

を対象
たいしょう

とした交通
こうつう

安全
あんぜん

教室
きょうしつ

の開催
かいさい

 

 障害者
しょうがいしゃ

の交通
こうつう

安全
あんぜん

を進
すす

めるため、交通
こうつう

安全
あんぜん

教室
きょうしつ

を開催
かいさい

 

・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 参加者
さんかしゃ

 延
の

べ4,451人
にん

 

●聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

を対象
たいしょう

とした防犯
ぼうはん

教室
きょうしつ

の開催
かいさい

 

 聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

を対象
たいしょう

に、振
ふ

り込
こ

め詐欺
さ ぎ

や悪質
あくしつ

商法
しょうほう

の被害
ひがい

防止
ぼうし

等
とう

についての防犯
ぼうはん

教室
きょうしつ

を

開催
かいさい

 

●手話
しゅわ

のできる警察官
けいさつかん

による巡回
じゅんかい

連絡
れんらく

等
とう

の実施
じっし

 

 手話
しゅわ

のできる警察官
けいさつかん

（手話
しゅわ

通訳人
つうやくにん

制度
せいど

登録者
とうろくしゃ

）による巡回
じゅんかい

連絡
れんらく

、警察
けいさつ

安全
あんぜん

相談
そうだん

、防犯
ぼうはん

指導
しどう

な

ど、各種
かくしゅ

警察
けいさつ

活動
かつどう

の実施
じっし

 

●「ファックス
ふ ぁ っ く す

１１０番
ばん

」の受理
じゅり

 

聴覚
ちょうかく

障害者
しょうがいしゃ

等
とう

が、事件
じけん

や事故
じ こ

に遭
あ

ったときにすぐに警察
けいさつ

へ通報
つうほう

できるよう、「ファックス
ふ ぁ っ く す

１１

０番
ばん

」及
お

び「メール
め ー る

１１０番
ばん

」システム
し す て む

を運用
うんよう

 

●防犯
ぼうはん

・防災
ぼうさい

情報
じょうほう

等
とう

の提供
ていきょう

 

携帯
けいたい

電話
でんわ

等
とう

への防災
ぼうさい

情報
じょうほう

、地域
ちいき

安全
あんぜん

情報
じょうほう

の配信
はいしん

、交番
こうばん

・駐在所
ちゅうざいしょ

ファックス
ふ ぁ っ く す

を活用
かつよう

した犯罪
はんざい

発生
はっせい

情報
じょうほう

の配信
はいしん

等
とう

を実施
じっし

 

雇用
こよう

・ 就労
しゅうろう

の

促進
そくしん

 

●障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

（生活
せいかつ

支援
しえん

等
とう

）事業
じぎょう

 

障害者
しょうがいしゃ

の職 業
しょくぎょう

生活
せいかつ

の自立
じりつ

を図
はか

るために、「障害者
しょうがいしゃ

就 業
しゅうぎょう

・生活
せいかつ

支援
しえん

センター
せ ん た ー

」を設置
せっち

し、

就 業 面
しゅうぎょうめん

の支援
しえん

と生活面
せいかつめん

の支援
しえん

を身近
みぢか

な地域
ちいき

で一体的
いったいてき

に実施
じっし

（各障害
かくしょうがい

保健
ほけん

福祉圏域
ふくしけんいき

に１カ所
かしょ

、

計
けい

７カ所
かしょ

を設置済
せっちずみ

） 
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●はあとふるジョブカフェ
じ ょ ぶ か ふ ぇ

の運営
うんえい

等
とう

 

 京都
きょうと

ジョブパーク
じ ょ ぶ ぱ ー く

の「はあとふるジョブカフェ
じ ょ ぶ か ふ ぇ

」（障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

支援
しえん

拠点
きょてん

）において、広
ひろ

く

障害者
しょうがいしゃ

を対象
たいしょう

に、相談
そうだん

や企業
きぎょう

実習
じっしゅう

、定着
ていちゃく

支援
しえん

まで関係
かんけい

機関
きかん

と連携
れんけい

し総合的
そうごうてき

な就労
しゅうろう

支援
しえん

を

実施
じっし

 

●圏域
けんいき

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

の就労
しゅうろう

支援
しえん

部会
ぶかい

による支援
しえん

の実施
じっし

 

  各圏域
かくけんいき

障害者
しょうがいしゃ

自立
じりつ

支援協
しえんきょう

議会
ぎかい

に市町村
しちょうそん

、福祉
ふくし

サービス事
さ ー び す じ

業者
ぎょうしゃ

、特別
とくべつ

支援
しえん

学校
がっこう

、商工会
しょうこうかい

ハローワーク
は ろ ー わ ー く

などが参画
さんかく

する就労
しゅうろう

支援
しえん

部会
ぶかい

を設置
せっち

し、障害者
しょうがいしゃ

等
とう

の就労
しゅうろう

を支援
しえん

 

●公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

や事業
じぎょう

主
ぬし

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

等
とう

によるネットワーク
ね っ と わ ー く

の構築
こうちく

 

公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

や事業
じぎょう

主
ぬし

等
とう

の関係
かんけい

機関
きかん

・団体
だんたい

によるネットワーク
ね っ と わ ー く

を地域
ちいき

レベル
れ べ る

で形成
けいせい

し、

障害
しょうがい

のある人
ひと

の生活
せいかつ

・就労
しゅうろう

相談
そうだん

から、職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

、就 職
しゅうしょく

、職場
しょくば

定着
ていちゃく

までの、きめ細
こま

かで

一体的
いったいてき

な支援
しえん

を実施
じっし

 

●障害者
しょうがいしゃ

就 職
しゅうしょく

面接会
めんせつかい

の開催
かいさい

 

求 職
きゅうしょく

障害者
しょうがいしゃ

により多
おお

くの企業
きぎょう

情報
じょうほう

を提供
ていきょう

するとともに、企業
きぎょう

に障害者
しょうがいしゃ

を紹介
しょうかい

する場
ば

を

提供
ていきょう

 

●障害者
しょうがいしゃ

「福祉
ふくし

から雇用
こよう

」応援
おうえん

事業
じぎょう

 

福祉
ふくし

事業所
じぎょうしょ

で働
はたら

く障害者
しょうがいしゃ

を効果的
こうかてき

に就労
しゅうろう

支援
しえん

機関
きかん

につなげるため、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

Ａ
えい

型
がた

事業所
じぎょうしょ

に共働
きょうどう

推進員
すいしんいん

を配置
はいち

するとともに、京都
きょうと

ほっとはあとセンター
せ ん た ー

に障害
しょうがい

者
しゃ

働
はたら

き支援隊
しえんたい

を

配置
はいち

し、一般
いっぱん

就労
しゅうろう

移行
いこう

に必要
ひつよう

な支援
しえん

を実施
じっし

 

●障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の土壌
どじょう

づくり 

府内
ふない

企業
きぎょう

に対
たい

し「障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の好事例
こうじれい

」や「雇用
こよう

拡大
かくだい

のモデル的
も で る て き

な取組
とりくみ

」等
とう

の普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

を実施
じっし

 

●障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進
そくしん

事業
じぎょう

（京都
きょうと

障害者
しょうがいしゃ

ワークフェア
わ ー く ふ ぇ あ

での知事
ち じ

表 彰
ひょうしょう

） 

  障害者
しょうがいしゃ

の積極的
せっきょくてき

な雇用
こよう

や採用後
さいようご

の雇用
こよう

管理
かんり

等
とう

、障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

や安定
あんてい

に積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

んで

いる事業所
じぎょうしょ

や優良
ゆうりょう

勤労者
きんろうしゃ

を表 彰
ひょうしょう

することにより、障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

と職 業
しょくぎょう

の安定
あんてい

を促進
そくしん

 

●京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

推進
すいしん

企業
きぎょう

（京都
きょうと

はあとふる企業
きぎょう

）認証
にんしょう

制度
せいど

 

障害者
しょうがいしゃ

を積極的
せっきょくてき

に雇用
こよう

している企業
きぎょう

を京都府
きょうとふ

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

推進
すいしん

企業
きぎょう

（京都
きょうと

はあとふる企業
きぎょう

）

として認 証
にんしょう

し、社会的
しゃかいてき

に評価
ひょうか

される仕組
し く

みをつくるとともに、当該
とうがい

企業
きぎょう

が実践
じっせん

している

障害者
しょうがいしゃ

の働
はたら

きやすい職場
しょくば

づくりなどの取組
とりくみ

内容
ないよう

を普及
ふきゅう

し、障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

への理解
りかい

を図
はか

り雇用
こよう

を促進
そくしん

 

●地域
ちいき

社会
しゃかい

貢献
こうけん

企業
きぎょう

からの物品
ぶっぴん

等
とう

の優先
ゆうせん

調達
ちょうたつ

 

障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

に積極的
せっきょくてき

な企業
きぎょう

など、地域
ちいき

社会
しゃかい

に貢献
こうけん

する企業
きぎょう

から物品
ぶっぴん

等
とう

を優先
ゆうせん

調 達
ちょうたつ

する仕組
し く

みを導 入
どうにゅう

 

●職場
しょくば

実習
じっしゅう

設備
せつび

等
とう

整備
せいび

事業
じぎょう

 

就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援事
し え ん じ

業者
ぎょうしゃ

等
とう

から職場
しょくば

実習
じっしゅう

を受
う

け入
い

れる企業
きぎょう

が、受入
うけいれ

のために

設備
せつび

の更新
こうしん

等
とう

を実施
じっし

した場合
ばあい

の費用
ひよう

を助成
じょせい
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●雇用
こよう

支援員
しえんいん

（はあとふるジョブカフェ
じ ょ ぶ か ふ ぇ

）による職場
しょくば

実習
じっしゅう

企業
きぎょう

の開拓
かいたく

 

障害
しょうがい

のある求 職 者
きゅうしょくしゃ

が円滑
えんかつ

に一般
いっぱん

就労
しゅうろう

につながるよう事前
じぜん

に企業
きぎょう

実習
じっしゅう

を通
とお

して適性
てきせい

や

方向性
ほうこうせい

を把握
はあく

するため、職場
しょくば

実習
じっしゅう

企業
きぎょう

を開拓
かいたく

 

●ＩＴ
あいてぃー

活用
かつよう

障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
しえん

事業
じぎょう

 

ＩＴ
あいてぃー

を活用
かつよう

して就労
しゅうろう

可能
かのう

な技術
ぎじゅつ

を身
み

につけるための研修
けんしゅう

を開催
かいさい

するとともに、就労
しゅうろう

を希望
きぼう

する修 了 者
しゅうりょうしゃ

等
とう

をＩＴ
あいてぃー

サポートセンター
さ ぽ ー と せ ん た ー

に登録
とうろく

し、仕事
しごと

の受注
じゅちゅう

、仕事
しごと

の配分
はいぶん

等
とう

を実施
じっし

 

●障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

促進
そくしん

セミナー
せ み な ー

 

雇用
こよう

への取
と

り組
く

みが遅
おく

れている業種
ぎょうしゅ

や、雇用
こよう

の見込
み こ

める業種
ぎょうしゅ

等
とう

の事業所
じぎょうしょ

を対象
たいしょう

に、障害者
しょうがいしゃ

の

能力
のうりょく

の正
ただ

しい理解
りかい

と府内
ふない

の障害者
しょうがいしゃ

雇用
こよう

の促進
そくしん

を図
はか

るセミナー
せ み な ー

等
とう

を開催
かいさい

 

●京都
きょうと

ほっとはあとセンター
せ ん た ー

への支援
しえん

 

府内
ふない

の就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

の組織化
そ し き か

を図
はか

り、ほっとはあと製品
せいひん

の普及
ふきゅう

、販売
はんばい

促進
そくしん

等
とう

の事業
じぎょう

を

推進
すいしん

 

●ハート
は ー と

（まごころ）ショップ
し ょ っ ぷ

 

府
ふ

庁舎内
ちょうしゃない

等
とう

に常設
じょうせつ

販売
はんばい

コーナー
こ ー な ー

を設置
せっち

し、府内
ふない

の就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

のほっとはあと

製品
せいひん

を販売
はんばい

 

●「ほっとはあと製品
せいひん

」応援
おうえん

事業
じぎょう

 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

等
とう

で働
はたら

く障害者
しょうがいしゃ

の工賃
こうちん

引
ひ

き上
あ

げを図
はか

るため、事業所
じぎょうしょ

へのもの作
づく

りの

専門家
せんもんか

派遣
はけん

、販売
はんばい

戦略
せんりゃく

づくり等
とう

を実施
じっし

 

●「ゆめこうば」支援
しえん

事業
じぎょう

 

就労
しゅうろう

意欲
いよく

がある障害者
しょうがいしゃ

に雇用
こよう

の場
ば

を確保
かくほ

するため、障害者
しょうがいしゃ

５名
めい

程度
ていど

のグループ
ぐ る ー ぷ

で起業
きぎょう

した

事業所
じぎょうしょ

にジョブパートナー
じ ょ ぶ ぱ ー と な ー

配置
はいち

に要
よう

する経費
けいひ

等
とう

を助成
じょせい

 

●新
しん

「ゆめこうば」推進
すいしん

事業
じぎょう

  

 コーディネーター
こ ー で ぃ ね ー た ー

による企業
きぎょう

訪問
ほうもん

や共同
きょうどう

受注
じゅちゅう

システム
し す て む

の構築
こうちく

をし、企業
きぎょう

等
とう

のニーズ
に ー ず

に応
おう

じた

競 争 力
きょうそうりょく

のあるサービス
さ ー び す

や製品
せいひん

を事業所
じぎょうしょ

が連携
れんけい

して提供
ていきょう

することにより、民間
みんかん

企業
きぎょう

等
とう

からの

受注
じゅちゅう

を増
ふ

やす仕組
し く

みづくりや仕事
しごと

づくりを推進
すいしん

 

●「府庁
ふちょう

ゆめこうば」推進
すいしん

事業
じぎょう

 

京都府
きょうとふ

が知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

及
およ

び精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

を直接
ちょくせつ

雇用
こよう

（業務
ぎょうむ

指導
しどう

は社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

等
とう

に委託
いたく

）する

とともに、地域
ちいき

機関
きかん

での清掃
せいそう

業務
ぎょうむ

等
とう

を障害者
しょうがいしゃ

を雇用
こよう

する社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

等
とう

に委託
いたく

 

●精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

社会
しゃかい

適応
てきおう

訓練
くんれん

事業
じぎょう

 

 回復
かいふく

途上
とじょう

にあり就労
しゅうろう

の意志
い し

がある精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

を対象
たいしょう

とし、集 中 力
しゅうちゅうりょく

、対人
たいじん

能力
のうりょく

、仕事
しごと

に

対
たい

する持久力
じきゅうりょく

、環境
かんきょう

適応
てきおう

能力
のうりょく

等
とう

の涵養
かんよう

を図
はか

り、精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の社会
しゃかい

復帰
ふっき

につなげるため、

事業所
じぎょうしょ

での訓練
くんれん

を実施
じっし

 

 ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 訓練者数
くんれんしゃすう

 358人
にん

 

●高等
こうとう

技術
ぎじゅつ

専門校
せんもんこう

における障害者
しょうがいしゃ

訓練
くんれん

の実施
じっし

 

高等
こうとう

技術
ぎじゅつ

専門校
せんもんこう

における障害者
しょうがいしゃ

を対象
たいしょう

とした職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

の実施
じっし

 



- 28 - 

 

  ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

 124人
にん

、知的
ちてき

障害者
しょうがいしゃ

 149人
にん

、 

発達
はったつ

障害者
しょうがいしゃ

 32人
にん

 

●多様
たよう

なニーズ
に ー ず

に対応
たいおう

した委託
いたく

訓練
くんれん

等
とう

の実施
じっし

 

障害
しょうがい

のある人
ひと

がより身近
みぢか

な地域
ちいき

で職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

を受講
じゅこう

し、就 職
しゅうしょく

できるよう、社会
しゃかい

福祉
ふくし

法人
ほうじん

等
とう

の

多様
たよう

な委託
いたく

訓練先
くんれんさき

において、職場
しょくば

実習
じっしゅう

等
とう

を取
と

り入
いれ

れた委託
いたく

訓練
くんれん

や職場
しょくば

適応
てきおう

訓練
くんれん

等
とう

を実施
じっし

 

 ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 委託
いたく

訓練
くんれん

 619人
にん

、職場
しょくば

適応
てきおう

訓練
くんれん

 106人
にん

 

●在職者
ざいしょくしゃ

に対
たい

する職 業
しょくぎょう

能力
のうりょく

開発
かいはつ

機会
きかい

の提供
ていきょう

 

 在 職 中
ざいしょくちゅう

の障害
しょうがい

のある人
ひと

の職 業
しょくぎょう

能力
のうりょく

の向上
こうじょう

を図
はか

るため、ＩＴ
あいてぃー

活用
かつよう

能力
のうりょく

などの在職者
ざいしょくしゃ

訓練
くんれん

の実施
じっし

 

  ・平成
へいせい

18年度
ねんど

～平成
へいせい

25年度
ねんど

実績
じっせき

 35人
にん

 

●職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

指導
しどう

体制
たいせい

の充実
じゅうじつ

 

 訓練
くんれん

ニーズ
に ー ず

の変化
へんか

・多様化
た よ う か

に弾力的
だんりょくてき

に対応
たいおう

できる体制
たいせい

の整備
せいび

を図
はか

るため、職 業
しょくぎょう

訓練
くんれん

指導員
しどういん

の

資質
ししつ

向上
こうじょう

等
とう

を目的
もくてき

とした研修会
けんしゅうかい

の実施
じっし

及
およ

び外部
がいぶ

研修
けんしゅう

への派遣
はけん

 

●障害者
しょうがいしゃ

技能
ぎのう

競技
きょうぎ

大会
たいかい

（アビリンピック
あ び り ん ぴ っ く

京都
きょうと

大会
たいかい

）の開催
かいさい

等
とう

 

障害者
しょうがいしゃ

が、技能
ぎのう

労働者
ろうどうしゃ

として社会
しゃかい

に参加
さんか

する自信
じしん

と誇
ほこ

りを持
も

つことができるよう、職 業
しょくぎょう

能力
のうりょく

を高
たか

めるとともに、多
おお

くの府民
ふみん

や事業
じぎょう

主
ぬし

等
とう

が障害
しょうがい

のある方々
かたがた

の技能
ぎのう

について理解
りかい

と認識
にんしき

を高
たか

め

、障害者
しょうがいしゃ

の雇用
こよう

促進
そくしん

と職 業
しょくぎょう

の安定
あんてい

を図
はか

るためにアビリンピック
あ び り ん ぴ っ く

京都
きょうと

大会
たいかい

を開催
かいさい

 

スポーツ
す ぽ ー つ

、文化
ぶんか

・

芸術
げいじゅつ

、

レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

活動
かつどう

の振興
しんこう

 

●全国車
ぜんこくくるま

いす駅伝
えきでん

競走
きょうそう

大会
たいかい

 

全国車
ぜんこくくるま

いす駅伝
えきでん

競走
きょうそう

大会
たいかい

の開催
かいさい

に要
よう

する経費
けいひ

を助成
じょせい

。障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
す ぽ ー つ

の振興
しんこう

を図
はか

るととも

に、障害
しょうがい

に対
たい

する理解
りかい

を促進
そくしん

 

●全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
す ぽ ー つ

大会
たいかい

への選手
せんしゅ

派遣
はけん

 

 スポーツ
す ぽ ー つ

を通
つう

じた障害者
しょうがいしゃ

の体力
たいりょく

保持
ほ じ

、強化
きょうか

や社会
しゃかい

参加
さんか

に資
し

するため、全国
ぜんこく

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
す ぽ ー つ

大会
たいかい

に府
ふ

選手団
せんしゅだん

を派遣
はけん

 

●全
ぜん

京都
きょうと

障害者
しょうがいしゃ

総合
そうごう

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
す ぽ ー つ

大会
たいかい

 

京都
きょうと

府内
ふない

の障害者
しょうがいしゃ

を対象
たいしょう

に、健康
けんこう

増進
ぞうしん

、体力
たいりょく

保持
ほ じ

や社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

るため、全
ぜん

京都
きょうと

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
す ぽ ー つ

大会
たいかい

の運営
うんえい

に要
よう

する経費
けいひ

を助成
じょせい

 

●障害
しょうがい

者
しゃ

ふれあい広場
ひろば

「スポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーションフェスティバル
れ く り え ー し ょ ん ふ ぇ す て ぃ ば る

」 

障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
す ぽ ー つ

の振興
しんこう

やレクリエーション
れ く り え ー し ょ ん

の機会
きかい

をつくるとともに、多
おお

くの府民
ふみん

が参加
さんか

し、 

ふれあい交流
こうりゅう

できる大会
たいかい

として、障害
しょうがい

者
しゃ

ふれあい広場
ひろば

を開催
かいさい

 

●スポーツ
す ぽ ー つ

振興
しんこう

事業
じぎょう

 

 府立
ふりつ

体育館
たいいくかん

、府立
ふりつ

伏見港
ふしみこう

公園
こうえん

、府立
ふりつ

丹波
たんば

自然
しぜん

運動
うんどう

公園
こうえん

において、障害者
しょうがいしゃ

スポーツ
す ぽ ー つ

のつどい及
およ

び

障害者
しょうがいしゃ

水泳
すいえい

のつどいを開催
かいさい

 

●京都
きょうと

とっておきの芸術
げいじゅつ

祭
さい

 

障害者
しょうがいしゃ

の芸術
げいじゅつ

文化
ぶんか

活動
かつどう

の可能性
かのうせい

を切
き

りひらき、障害者
しょうがいしゃ

の社会
しゃかい

参加
さんか

の促進
そくしん

を図
はか

るとともに

障害
しょうがい

に対
たい

する理解
りかい

と認識
にんしき

を深
ふか

めるため、障害者
しょうがいしゃ

作品展
さくひんてん

・ものづくりワークショップ
わ ー く し ょ っ ぷ

等
など

を開催
かいさい
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●アールブリュッ
あ ー る ぶ り ゅ っ

都
と

ギャラリー
ぎ ゃ ら り ー

 

 障害者
しょうがいしゃ

によるアート
あ ー と

の素晴
す ば

らしさを周知
しゅうち

するとともに、アート
あ ー と

を通
つう

じて障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の相互
そうご

理解
りかい

を深
ふか

めるため、府内
ふない

数箇所
すうかしょ

でアート
あ ー と

作品
さくひん

を展示
てんじ

及
およ

びアート
あ ー と

製品
せいひん

を販売
はんばい

するギャラリー
ぎ ゃ ら り ー

を設置
せっち

 

推進
すいしん

体制
たいせい

の整備
せいび

 ●相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

従事者
じゅうじしゃ

研修
けんしゅう

 

  障害者
しょうがいしゃ

等
とう

からの相談
そうだん

に応
おう

じ、必要
ひつよう

な保健
ほけん

、医療
いりょう

、福祉
ふくし

等
とう

などのサービス
さ ー び す

の利用
りよう

・支援
しえん

を行
おこな

う相談
そうだん

支援
しえん

専門員
せんもんいん

等
など

を養成
ようせい

・確保
かくほ

するため研修
けんしゅう

を実施
じっし

 

●行動
こうどう

援護
えんご

の研修
けんしゅう

 

  知的
ちてき

障害
しょうがい

又
また

は精神
せいしん

障害
しょうがい

で行動上
こうどうじょう

の困難
こんなん

を有
ゆう

する障害者
しょうがいしゃ

が危険
きけん

を回避
かいひ

するために必要
ひつよう

な

援護
えんご

を行
おこな

う者
もの

を養成
ようせい

・確保
かくほ

するため研修
けんしゅう

を実施
じっし
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(2) 数値
すうち

目標
もくひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

 

 

施策
せさく

項目
こうもく

 

計
けい

画策
かくさく

定時
ていじ

 

（平成
へいせい

16年度
ねんど

） 

平成
へいせい

25年度
ねんど

 

（達成
たっせい

状 況
じょうきょう

） 

平成
へいせい

26年度
ねんど

末
まつ

 

の目標
もくひょう

    

グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

・ケアホーム
け あ ほ ー む

 

の整備
せいび

 

243人分
にんぶん

 1,249人分
にんぶん

(89 %
ぱーせんと

) 1,404人分
にんぶん

 

福祉
ふくし

施設
しせつ

から地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

 

(平成
へいせい

18年度
ねんど

～(累計
るいけい

)) 

－  274人
にん

(68.5 %
ぱーせんと

) 400人
にん

以上
いじょう

 

福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就労
しゅうろう

への移行
いこう

 

(平成
へいせい

17年度
ねんど

) 

25人
にん

 

181人
にん

(120 ％
ぱーせんと

) 150人
にん

以上
いじょう

 

入 院 中
にゅういんちゅう

の精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

(１年
ねん

未満
みまん

入院者
にゅういんしゃ

平均
へいきん

退院率
たいいんりつ

) 

(平成
へいせい

21年度
ねんど

) 

68.9 ％
ぱーせんと

 

77.4 ％
ぱーせんと

 

(106.8 %
ぱーせんと

) 

72 ％
ぱーせんと

以上
いじょう

 

  〃 

(5 年
ねん

以上
いじょう

か つ 65 歳
さい

以上
いじょう

の

退院者数
たいいんしゃすう

) 

(平成
へいせい

22年度
ねんど

) 

231人
にん

 

255人
にん

(110 %
ぱーせんと

) 231人
にん

以上
いじょう

 

日中
にっちゅう

活動
かつどう

の場
ば

の提供
ていきょう

 

(生活
せいかつ

介護
かいご

、自立
じりつ

訓練
くんれん

、就労
しゅうろう

支援
しえん

等
とう

) 

2,490人分
にんぶん

 

    11,797人分
にんぶん

 

    (99 ％
ぱーせんと

) 

11,913人分
にんぶん

 

就労
しゅうろう

訓練
くんれん

の場
ば

の提供
ていきょう

 

(就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

、就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

) 

－ 
5,425人分

にんぶん

 

(99.5 %
ぱーせんと

) 

5,452人分
にんぶん

 

障害者
しょうがいしゃ

雇用率
こようりつ

 1.63 ％
ぱーせんと

 

1.93 %
ぱーせんと

 

(96.5 %
ぱーせんと

) 

2.0 ％
ぱーせんと

 

（平成
へいせい

25年度
ねんど

末
まつ

） 
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相談
そうだん

支援
しえん

従事者
じゅうじしゃ

の養成
ようせい

 783人
にん

 2,263人
にん

(98.4 %
ぱーせんと

) 2,300人
にん

 

手話通
しゅわつう

訳者
やくしゃ

、要約
ようやく

筆
ひっ

記者
きしゃ

等
とう

の養成
ようせい

 1,325人
にん

 2,379人
にん

(74.3 %
ぱーせんと

) 3,200人
にん

 

福祉
ふくし

のまちづくり条例
じょうれい

整備
せいび

基準
きじゅん

適合
てきごう

施設
しせつ

 

1,679施設
しせつ

 

2,358施設
しせつ

 

(94.3 %
ぱーせんと

) 

2,500施設
しせつ

 

１日
にち

利用者
りようしゃ

5千人
せんにん

以上
いじょう

の旅客
りょかく

施設
しせつ

の段差
だんさ

解消
かいしょう

(府内
ふない

114駅
えき

) 

67駅
えき

 98駅
えき

(86.0 %
ぱーせんと

) 114駅
えき

 

重点
じゅうてん

整備地
せ い び ち

区内
くない

の特定
とくてい

経路
けいろ

(府
ふ

管理
かんり

道路
どうろ

)のバリアフリー化率
ば り あ ふ り ー か り つ

 

32 %
ぱーせんと

 

 65.5 %
ぱーせんと

 

(65.5 %
ぱーせんと

) 

100 %
ぱーせんと

 

 

 

(3) 障害者
しょうがいしゃ

関係
かんけい

施設
しせつ

等
とう

の整備
せいび

状 況
じょうきょう

 

① 日中
にっちゅう

活動
かつどう

系
けい

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

 

種
しゅ

  別
べつ

 事業所数
じぎょうしょすう

 定
てい

 員
いん

 

生活
せいかつ

介護
かいご

 185 5,381 

自立
じりつ

訓練
くんれん

（機能
きのう

訓練
くんれん

）   3    84 

自立
じりつ

訓練
くんれん

（生活
せいかつ

訓練
くんれん

）  31   340 

宿泊型
しゅくはくがた

自立
じりつ

訓練
くんれん

   1    20 

就労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

  51   662 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ａ
えー

型
がた

）  39   646 

就労
しゅうろう

継続
けいぞく

支援
しえん

（Ｂ
びー

型
がた

） 212 4,465 

療養
りょうよう

介護
かいご

   4   416 
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② 居住
きょじゅう

系
けい

サービス
さ ー び す

事業所
じぎょうしょ

 

 

 

 

 

 
 

 

③ 共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

事業所
じぎょうしょ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
だい

２章
しょう

 各分
かくぶん

野別
やべつ

施策
せさく

の基本
きほん

方向
ほうこう

 

 

 １ 共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

けた理解
りかい

と交流
こうりゅう

の促進
そくしん

 

 

【基本的
きほんてき

考
かんが

え方
かた

】 

 誰
だれ

もが暮
く

らしやすい共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に向
む

け、「京都府
きょうとふ

障害
しょうがい

のある人
ひと

もない人
ひと

も共
とも

に

安心
あんしん

していきいきと暮
く

らしやすい社会
しゃかい

づくり条例
じょうれい

」（以下
い か

「条例
じょうれい

」といいます。）等
とう

に基
もと

づ

き、障害
しょうがい

及
およ

び求
もと

められる配慮
はいりょ

等
とう

に関
かん

する理解
りかい

の促進
そくしん

や、障害
しょうがい

のある人
ひと

とない人
ひと

の相互
そうご

理解
りかい

を深
ふか

めるための広報
こうほう

・啓発
けいはつ

活動
かつどう

を実施
じっし

するとともに、相互
そうご

の交流
こうりゅう

を促進
そくしん

します。 

短期
たんき

入所
にゅうしょ

 109   373 

計
けい

 635 12,387  

種
しゅ

  別
べつ

 事業所数
じぎょうしょすう

 定
てい

 員
いん

 

施設
しせつ

入所
にゅうしょ

支援
しえん

  50 2,516 

種
しゅ

  別
べつ

 事業所数
じぎょうしょすう

 定
てい

 員
いん

 

共同
きょうどう

生活
せいかつ

援助
えんじょ

（ Ｇ Ｈ
グループホーム

）  110 1,330 


